
印
刷
/光
文
堂
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

沖
縄
県
南
風
原
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
.tow
n.haebaru.lg.jp/bunya/chogikai/

 NO.

224
NO.

227

沖
縄
県
南
風
原
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
: //w

w
w
.tow
n.haebaru.lg.jp/bunya/chogikai/

■
発
行
　
沖
縄
県
南
風
原
町
議
会
　
〒
901 －1195

沖
縄
県
島
尻
郡
南
風
原
町
字
兼
城
686番

地
■
編
集
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

T
E
L（
098）889－

3097
F
A
X（
098）889 －

4499
印
刷
/有
限
会
社
 ド
リ
ー
ム
印
刷

編

集
後

記

※環境保全のため、古紙配合率60％再生紙と
　植物油インキを使用しています。

　
南
風
原
町
外
か
ら
の
小
学
校

入
学
、
親
子
共
々
、
孤
立
感
を

感
じ
て
い
た
。

　
娘
は
夏
休
み
明
け
か
ら
、
登

校
で
き
な
く
な
っ
た
。
誰
に
も

相
談
で
き
な
い
ま
ま
時
は
過
ぎ
、

悩
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
、
一
緒
に

登
校
し
付
き
添
う
日
々
が
続
い

た
。
様
々
な
サ
ポ
ー
ト
等
も
あ

り
登
校
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

安
堵
し
た
。

　
同
時
に
、
娘
だ
け
で
な
く
私

も
こ
の
地
域
で
「
つ
な
が
り
」

を
持
て
た
ら
ど
ん
な
に
穏
や
か

に
過
ご
せ
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
。

そ
こ
で
、Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を
引
き
受

け
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

　
行
事
や
講
座
等
で
、
保
護
者

や
先
生
方
、
子
ど
も
た
ち
と
の

「
つ
な
が
り
」
が
で
き
、
娘
の
学

校
生
活
を
見
守
っ
て
い
る
。

　
現
在
は
、「
沖
縄
県
拠
点
型
こ

ど
も
の
居
場
所
」
で
、
こ
ど
も

若
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
。

特
に
多
い
の
は
「
心
の
貧
困
」

で
あ
る
。

　
ま
ず
は
大
人
が
「
つ
な
が
り
」

を
持
つ
大
切
さ
を
知
る
。
そ
し
て
、

子
供
た
ち
の
心
に
寄
り
添
い
、

未
来
が
明
る
く
な
る
よ
う
、
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

　
南
風
原
町
で
も
、Ｄ
Ｖ
、
若
年

妊
娠
等
、
様
々
な
相
談
が
で
き

る
と
聞
い
て
い
る
。
勇
気
を
だ

し
て
電
話
す
れ
ば
「
つ
な
が
り
」

を
持
て
、
未
来
を
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

秋
も
深
ま
り
、
町
内
で
は
多
く
の

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
地
域
の
活

気
を
感
じ
る
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

「
は
え
ば
る
２
０
２
４
ふ
る
さ
と
博
覧

会
」
は
、
６
年
ぶ
り
の
通
常
開
催
と

な
り
、
有
名
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ラ
イ

ブ
や
南
風
原
色
豊
か
な
催
し
物
で
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
今
後
も

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
地
域
の
絆
を

深
め
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。今

号
で
は
、
特
に
注
目
す
べ
き
議

会
で
の
決
算
認
定
を
詳
し
く
お
伝
え

し
ま
し
た
。
決
算
認
定
は
、
前
年
度

の
町
の
財
政
運
営
を
総
括
し
、
適
正

に
執
行
さ
れ
た
か
を
確
認
す
る
重
要

な
プ
ロ
セ
ス
で
す
。
町
民
の
皆
様
の

貴
重
な
税
金
が
、
ど
の
よ
う
に
活
用

さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
成
果
を
上
げ
た

の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
今

後
の
町
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
て
い
き

ま
す
。

次
号
も
、
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て

有
益
で
親
し
み
や
す
い
情
報
を
お
届

け
で
き
る
よ
う
、
編
集
部
一
同
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ご
意
見
や
ご
感
想

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

（
担
当
／
大
城 

重
太
）
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連絡先：議会事務局 TEL.889-3097
　

FAX. 889-4499
E-Mail H8893097@town.haebaru.okinawa.jp

議会だよりへのご意見・ご感想も受け付けています。

次回定例会の開会予定
12月10日（火）午前10:00 

　あなたの作品を議会だよりに掲載しませんか。表紙の題字
と写真を募集中です。のびやかな題字や笑顔あふれるお写真
をお待ちしています。ご意見・ご要望なども広く募集しています。はえばる議会だよりの

バックナンバー

左のQRコードを読み取る
ことで議会中継サイトに
繋がります。

表紙の題字・写真をお寄せください表紙の題字・写真をお寄せください

３月３月６月６月９月９月12月12月

沖縄県沖縄県
南風原町議会HP南風原町議会HP

表紙写真表紙写真

物価高騰対策など244億円を決算認定
陳情賛否分かれる
14議員が政策提言、町の答えは？

·····
·············································

·············

文化教養講座にて

親子沖縄そば作りにて

つ　か  やま　　せん じゅ

女性の視点で
まちづくりをチェック P5
女性の視点で
まちづくりをチェック P5
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令
和
５
年
度
　
決
算
認
定

令
和
５
年
度
　
決
算
認
定

令
和
５
年
度
決
算
を
中
心
に
審
議
し
、
意
見
を
付
け
５
会
計
全
て
を
認
定

し
ま
し
た
。
ま
た
、
条
例
１
件
、
補
正
予
算
５
件
を
す
べ
て
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。
陳
情
８
件
を
採
択
し
ま
し
た
。

令和５年度
決算認定 物価高騰対策など 244億円を決算認定

一般会計歳出　174億2561万円　　特別・企業会計歳出　70億89万円

一
般
会
計
決
算
の
概
要

　
第
三
次
財
政
健
全
化
計
画
終
了
後
、
初
め
て
の
決
算
だ
っ
た
が
、

計
画
期
間
同
様
、
業
務
改
善
や
歳
出
削
減
を
意
識
し
つ
つ
事
業
を
実
施
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
が
落
ち
着
い
て
き
た
な
か
、
物
価
高
騰
に
対
応

す
る
た
め
、
様
々
な
支
援
を
中
心
に
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。

　
去
年
の
９
月
議
会
で
審
議
さ
れ
た
、
令
和
４
年
度
の
決
算
認
定
の
際
の
議
会
か
ら
の

意
見
が
、
町
政
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
か
報
告
が
あ
っ
た
。

１
．
町
の
行
政
事
務
、
労
働
者
派
遣
に
基
準
を

　
　
↓「
任
用
期
間
が
短
期
で
あ
る
」
等
基
準
を
明
記
し
た
。

２
．
高
齢
者
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
要
件
緩
和
を

　
　
↓
対
象
年
齢
を
70
歳
以
上
に
引
き
下
げ
る
な
ど
緩
和
を
行
な
っ
た
。
　（
他
３
件
）

一
般
会
計
２
点
の
意
見
を
付
し
認
定

補
助
金
申
請
は
漏
れ
の
無
い
よ
う
に

　
学
童
保
育
事
業
に
お
い
て
県
へ
４
４
０
万
円
の
補
助
金
申
請
漏
れ
が
あ
っ
た
た
め
。

工
事
の
延
長
、
再
発
防
止
を

　
北
丘
小
体
育
館
建
設
工
事
に
お
い
て
、
何
度
も
工
期
の
延
長
が
あ
り
当
初
の
予
定
よ

り
15
ヶ
月
遅
れ
た
た
め
。

９　月
定例会

概
要

意
見

改善
しました

令和５年度一般会計
町民1人あたり約42万７000円（前年比↓１000円）
　　　　　　　　　　　　　　  （令和６年３月末現在　人口 40７５４人）

町　　　税：みなさまからの税金
繰　入　金：町の貯金を下ろして使う金額
寄　付　金：ふるさと寄付金など
国・県支出金：使う目的が決まっている国や
　　　　　　県からの補助金
地方交付税：自治体運営の均衡を保つため
　　　　　　国から配分される金額
町　　　債：町の借金

0 50 100 150

歳入

歳出

総額２億円の増、町税が１億円の増

民生費が７億円の増、教育費が２億円の増

ポイント

ポイント

町税
繰入金
寄付金
その他①
国庫支出金
地方交付税
町債（借入金）
県支出金
その他②

町税収納率

その他①は分担金及び負担金、使用料手数料等。その他②は地方消費税交付金、地方譲与税等。

項目 トレンド 2019 2020 2021 2022 2023

トレンド 2019 2020 2021 2022 2023
99.40% 99.40% 99.50% 99.50% 99.50%

42億
6.8億
2.1億
16億
28億
21億
8.7億
22億
8.5億

43億
3.0億
1.9億
9.3億
79億
22億
5.6億
21億
9.2億

43億
2.2億
2.8億
10億
53億
28億
7.5億
20億
10億

45億
4.6億
5.4億
14億
42億
28億
3.9億
22億
11億

46億
6.5億
4.3億
13億
41億
28億
4.6億
23億
11億

総務費：職員人事や役場全体の管理
民生費：お年寄りや児童福祉、保育所運営
衛生費：ごみ処理や予防接種
商工費：商工業や観光振興
土木費：道路や河川、公園の整備
消防費：東部消防への負担金
教育費：幼稚園・小中学校教育や生涯学習
公債費：借金（町債）の返済

項目 トレンド 2019 2020 2021 2022 2023
議会費
総務費
民生費
衛生費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
公債費
その他

1.2億
21億
72億
9.5億
0.9億
1.5億
8.9億
4.7億
20億
10億
0.3億

1.1億
58億
74億
9.3億
0.9億
3.2億
8.2億
5.1億
20億
11億
0.2億

1.1億
25億
87億
14億
1億
3.2億
8.5億
5.3億
17億
11億
0.2億

1.1億
25億
81億
12億
0.8億
4.2億
9.6億
5.2億
21億
10億
0.3億

1.3億
18億
88億
13億
0.9億
2.2億
10億
5.8億
23億
10億
0.4億

民生費

21 万 6000 円
（前年比↑1万 4000 円）

総務費

4 万 4000 円
前年比（↓2万円）

土木費

2 万 4000 円
前年比（±0円）

教育費

5 万 6000 円
前年比（↑4000 円）

公債費

2 万 5000 円
前年比（↓1000 円）

衛生費

3 万 2000 円
前年比（↑1000 円）

消防費

1 万 4000 円
前年比（↑1000 円）

農林水産費

2000 円
前年比（±0円）

46.6億

45.4億

13.4億 41.6億 28.3億 23.8億 11.5億

14.6億 42億 28.2億 22.5億 11.2億

■繰入金 ■町債（借入金）■その他 ① ■その他 ②
（地方消費税交付金、地方譲与税等）

■寄付金

国庫支出金国庫支出金町税町税 県支出金県支出金地方交付税地方交付税

50 100 150 190

190

0

2023

2022

6.5億 4.6億

4.6億 3.9億

4.3億

5.4億

18億 88.3億 13億 10億23億10億

25.7億 81.7億 12億 11億9億 21億

1.3億 2.3億

4.2億

5.2億1.1億

0.4億

0.3億

0.8億

民生費民生費総務費総務費 衛生費衛生費 教育費教育費 公債費公債費

■議会費 ■農林水産業費 ■商工費 ■土木費 ■消防費 ■その他

2023

2022

5.8億0.9億
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令
和
５
年
度
　
決
算
認
定

令
和
５
年
度
　
決
算
認
定

令
和
５
年
度
決
算
を
中
心
に
審
議
し
、
意
見
を
付
け
５
会
計
全
て
を
認
定

し
ま
し
た
。
ま
た
、
条
例
１
件
、
補
正
予
算
５
件
を
す
べ
て
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。
陳
情
８
件
を
採
択
し
ま
し
た
。

令和５年度
決算認定 物価高騰対策など 244億円を決算認定

一般会計歳出　174億2561万円　　特別・企業会計歳出　70億89万円

一
般
会
計
決
算
の
概
要

　
第
三
次
財
政
健
全
化
計
画
終
了
後
、
初
め
て
の
決
算
だ
っ
た
が
、

計
画
期
間
同
様
、
業
務
改
善
や
歳
出
削
減
を
意
識
し
つ
つ
事
業
を
実
施
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
が
落
ち
着
い
て
き
た
な
か
、
物
価
高
騰
に
対
応

す
る
た
め
、
様
々
な
支
援
を
中
心
に
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。

　
去
年
の
９
月
議
会
で
審
議
さ
れ
た
、
令
和
４
年
度
の
決
算
認
定
の
際
の
議
会
か
ら
の

意
見
が
、
町
政
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
か
報
告
が
あ
っ
た
。

１
．
町
の
行
政
事
務
、
労
働
者
派
遣
に
基
準
を

　
　
↓「
任
用
期
間
が
短
期
で
あ
る
」
等
基
準
を
明
記
し
た
。

２
．
高
齢
者
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
要
件
緩
和
を

　
　
↓
対
象
年
齢
を
70
歳
以
上
に
引
き
下
げ
る
な
ど
緩
和
を
行
な
っ
た
。
　（
他
３
件
）

一
般
会
計
２
点
の
意
見
を
付
し
認
定

補
助
金
申
請
は
漏
れ
の
無
い
よ
う
に

　
学
童
保
育
事
業
に
お
い
て
県
へ
４
４
０
万
円
の
補
助
金
申
請
漏
れ
が
あ
っ
た
た
め
。

工
事
の
延
長
、
再
発
防
止
を

　
北
丘
小
体
育
館
建
設
工
事
に
お
い
て
、
何
度
も
工
期
の
延
長
が
あ
り
当
初
の
予
定
よ

り
15
ヶ
月
遅
れ
た
た
め
。

９　月
定例会

概
要

意
見

改善
しました

令和５年度一般会計
町民1人あたり約42万７000円（前年比↓１000円）
　　　　　　　　　　　　　　  （令和６年３月末現在　人口 40７５４人）

町　　　税：みなさまからの税金
繰　入　金：町の貯金を下ろして使う金額
寄　付　金：ふるさと寄付金など
国・県支出金：使う目的が決まっている国や
　　　　　　県からの補助金
地方交付税：自治体運営の均衡を保つため
　　　　　　国から配分される金額
町　　　債：町の借金
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総額２億円の増、町税が１億円の増

民生費が７億円の増、教育費が２億円の増

ポイント

ポイント

町税
繰入金
寄付金
その他①
国庫支出金
地方交付税
町債（借入金）
県支出金
その他②

町税収納率

その他①は分担金及び負担金、使用料手数料等。その他②は地方消費税交付金、地方譲与税等。

項目 トレンド 2019 2020 2021 2022 2023

トレンド 2019 2020 2021 2022 2023
99.40% 99.40% 99.50% 99.50% 99.50%

42億
6.8億
2.1億
16億
28億
21億
8.7億
22億
8.5億

43億
3.0億
1.9億
9.3億
79億
22億
5.6億
21億
9.2億

43億
2.2億
2.8億
10億
53億
28億
7.5億
20億
10億

45億
4.6億
5.4億
14億
42億
28億
3.9億
22億
11億

46億
6.5億
4.3億
13億
41億
28億
4.6億
23億
11億

総務費：職員人事や役場全体の管理
民生費：お年寄りや児童福祉、保育所運営
衛生費：ごみ処理や予防接種
商工費：商工業や観光振興
土木費：道路や河川、公園の整備
消防費：東部消防への負担金
教育費：幼稚園・小中学校教育や生涯学習
公債費：借金（町債）の返済

項目 トレンド 2019 2020 2021 2022 2023
議会費
総務費
民生費
衛生費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
公債費
その他

1.2億
21億
72億
9.5億
0.9億
1.5億
8.9億
4.7億
20億
10億
0.3億

1.1億
58億
74億
9.3億
0.9億
3.2億
8.2億
5.1億
20億
11億
0.2億

1.1億
25億
87億
14億
1億
3.2億
8.5億
5.3億
17億
11億
0.2億

1.1億
25億
81億
12億
0.8億
4.2億
9.6億
5.2億
21億
10億
0.3億

1.3億
18億
88億
13億
0.9億
2.2億
10億
5.8億
23億
10億
0.4億

民生費

21 万 6000 円
（前年比↑1万 4000 円）

総務費

4 万 4000 円
前年比（↓2万円）

土木費

2 万 4000 円
前年比（±0円）

教育費

5 万 6000 円
前年比（↑4000 円）

公債費

2 万 5000 円
前年比（↓1000 円）

衛生費

3 万 2000 円
前年比（↑1000 円）

消防費

1 万 4000 円
前年比（↑1000 円）

農林水産費

2000 円
前年比（±0円）

46.6億

45.4億

13.4億 41.6億 28.3億 23.8億 11.5億

14.6億 42億 28.2億 22.5億 11.2億

■繰入金 ■町債（借入金）■その他 ① ■その他 ②
（地方消費税交付金、地方譲与税等）

■寄付金

国庫支出金国庫支出金町税町税 県支出金県支出金地方交付税地方交付税

50 100 150 190

190

0

2023

2022

6.5億 4.6億

4.6億 3.9億

4.3億

5.4億

18億 88.3億 13億 10億23億10億

25.7億 81.7億 12億 11億9億 21億

1.3億 2.3億

4.2億

5.2億1.1億

0.4億

0.3億

0.8億

民生費民生費総務費総務費 衛生費衛生費 教育費教育費 公債費公債費

■議会費 ■農林水産業費 ■商工費 ■土木費 ■消防費 ■その他

2023

2022

5.8億0.9億
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令
和
５
年
度
　
事
業
紹
介

令
和
５
年
度
　
決
算
認
定

令和6年9月定例会　はえばる議会だより２２7号 令和6年9月定例会　はえばる議会だより２２7号

高齢者虐待や認知症対応のニーズが増
えています。様々な相談対応を町社協や
関係機関と連携して取り組んでいます。
 　　地域包括支援センター
 　　TEL　889-3534

監
査
委
員
の
意
見

代
表
監
査
委
員

　
翁
長
　
朝
常

議
会
選
出
監
査
委
員

　
金
城
　
憲
治

審
査
期
間

　
７
月
３
日
か
ら
８
月
22
日

財
政
は
健
全
に
運
営

　
実
質
収
支
額
が
黒
字
決
算

で
あ
っ
た
。

町
民
の
医
療
費
削
減
を

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

は
、
単
年
度
赤
字
の
発
生
が

今
後
も
予
想
さ
れ
る
。

　
町
民
へ
の
健
康
づ
く
り
に

今
後
と
も
取
り
組
ま
れ
た
い
。

【
事
務
処
理
等
】

　
日
常
の
チ
ェ
ッ
ク
業
務
を

徹
底
さ
れ
た
い
。

【
一
括
交
付
金
】

　
効
果
的
な
事
業
を
実
施
さ

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

【
保
険
給
付
費
の
抑
制
】

　
財
政
支
援
措
置
を
引
き
続

き
国
・
県
に
強
く
要
望
さ
れ

た
い
。

女性の視点でまちづくりをチェック女性の視点でまちづくりをチェック令和５年度令和５年度 一般会計歳出　  174億256１万円
特別・企業会計歳出　70億8９万円
一般会計歳出　  174億256１万円
特別・企業会計歳出　70億8９万円

現場
調査
決
算
審
査
の
た
め
、
議
員
全
員
で
令
和
５
年
度
に
行
わ
れ

た
工
事
等
の
現
場
４
箇
所
を
調
査
し
ま
し
た
。

北
丘
小
学
校
体
育
館
等

整
備
事
業 

約
６
億
１
千
万
円

完
成
し
た
北
丘
小
の
体
育
館
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

①
ト
イ
レ
は
従
来
の
タ
イ
ル（
湿
式
）か

ら
シ
ー
ト
状（
乾
式
）に
な
っ
た
こ
と

や
、
照
明
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
な
っ
た
こ
と
、

み
ん
な
の
ト
イ
レ
、
男
女
更
衣
室
も

新
設
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
様
々
な
箇

所
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

②
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
の
床
面
が
従
来
の

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
で
は
な
く
、塩
ビ
シ
ー

ト
と
な
り
、
さ
さ
く
れ
等
の
ケ
ガ
の

恐
れ
が
無
い
こ
と
や
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
性
が
向
上
し
た
こ
と
な
ど
を
確
認

し
ま
し
た
。

(※1) 収益的収入及び支出予算とは、料金収入などの営業活動から得られる収入を収益的収入といい、給与、減価償却、利息などの必
要経費を収益的支出といいます。

(※2) 資本的収入及び支出予算とは、固定資産を取得する財源である国庫補助金、負担金、企業債を資本的収入といい、建設改良費や
企業債の元金償還金を資本的支出といいます。

（※3）各会計の歳入には一般会計の繰入金含む。

②塩ビシートの床面

①シート状（乾式）になった新しいトイレ 完成した北丘小  体育館

黄金森公園スポーツ施設の活性化
１５１０万円

伴走型の相談支援で、妊娠期から出産後まで一貫した個々の状況に必要な支援を行っています。
また、ギフト支給（合計 10万円相当）の経済的支援を行います。

出産子育て応援事業 ６８１８万円

教育相談事業
３０４１万円

地域包括支援センターの運営
３９００万円

女性特有のがんの早期発見と正し
い健康意識の普及啓発を図り、対象
年齢の方に子宮頸がん、乳がんに関
する検診費用が無料になるクーポ
ン券を送付しています。

婦人がん検診の助成
１００２万円

こどもの孤立（貧困）の現状を把
握し、支援を行っています。
また若年妊産婦の居場所への
つなぎや支援を行っています。
こども課　TEL　889-7028

こどもの貧困対策
４３５０万円

女性相談や子育てや虐待などに
関して相談を受け関係機関と連
携しながら支援を行っています。
ご相談があればお気軽にご連絡
下さい。
こども課　TEL　889-7028

女性相談などの受付

 45億 6033万円
 3億 7648万円
 7億 9209万円
 6億1695万円
 6億 3308万円
 69億 7893万円

国民健康保険

後期高齢者医療事業

土地区画整理事業

収益的収入及び支出 (※1)

資本的収入及び支出 (※2)

　　  合　計 (※3)

会　計
一般会計

 歳入（収入）
 　180億 9517万円

差引額
 　6億 6956万円

 歳出（支出）
 　174億 2561万円

 45億 3545万円
 3億 7282万円
 7億 6025万円
 5億 4276万円
 7億 8961万円
 70億 89万円

  2488万円
 366万円
3184万円
7419万円

-1億 5653万円
-2196万円

特別
会計

下水道
事業
会計

　産前の５万円は食費や生活費に充てて、産後は次
女の粉ミルクや紙おむつなどに使えました。給与が
ストップする時期のギフトはとてもありがたかった。
　面談・面接も和やかな雰囲気で話せて、家族以外
と話す機会の減る産後に良い気分転換になりました。
いたわってくれて、子育ての状況を理解し話を聞いて
くれてメンタルケアにも繋がります。ネット申請が出
来れば便利です。

　南風原の子育て支援は充実してい
ます。一方で待機児童やきょうだい
児の別園通園も解決出来たら、もっ
と良くなると感じます。

大城久美子さん (町内在住  30代)

　他の市町村と比べても高齢者福祉は充実してい
て、一人ひとりとの関わりが深いと感じます。
　包括の方もこまめに関わってくださって、地域
や事業者など、色々な人が情報共有しながら必要
に応じた支援ができて、高齢者の方が元気になっ
ていくのを実感しています。
　安否確認や金銭管理などの役場や社協、事業者

が連携するような場面で、これ
までの事例がオープンに共有で
きる形になったら、それぞれの
良さを活かした更なる連携がで
きると思います。

町内在住　30代女性

スポーツキャンプの受け入れをするこ
とで、プロスポーツチームから子供達
を対象にした技術指導等や指導者向け
の講習会、保護者向けの栄養教室など
を実施しています。

児童生徒教育理解シート等を用いて
不登校児童の状況把握、 他部署との
連携、 先進的な作業療法士の派遣な
どを実施し不登校の改善に努めてい
ます。　

高齢者福祉も充実

ギフトは助かりました
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要経費を収益的支出といいます。
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企業債の元金償還金を資本的支出といいます。

（※3）各会計の歳入には一般会計の繰入金含む。

②塩ビシートの床面

①シート状（乾式）になった新しいトイレ 完成した北丘小  体育館

黄金森公園スポーツ施設の活性化
１５１０万円

伴走型の相談支援で、妊娠期から出産後まで一貫した個々の状況に必要な支援を行っています。
また、ギフト支給（合計 10万円相当）の経済的支援を行います。

出産子育て応援事業 ６８１８万円

教育相談事業
３０４１万円

地域包括支援センターの運営
３９００万円

女性特有のがんの早期発見と正し
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年齢の方に子宮頸がん、乳がんに関
する検診費用が無料になるクーポ
ン券を送付しています。

婦人がん検診の助成
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こどもの孤立（貧困）の現状を把
握し、支援を行っています。
また若年妊産婦の居場所への
つなぎや支援を行っています。
こども課　TEL　889-7028

こどもの貧困対策
４３５０万円

女性相談や子育てや虐待などに
関して相談を受け関係機関と連
携しながら支援を行っています。
ご相談があればお気軽にご連絡
下さい。
こども課　TEL　889-7028

女性相談などの受付

 45億 6033万円
 3億 7648万円
 7億 9209万円
 6億1695万円
 6億 3308万円
 69億 7893万円

国民健康保険

後期高齢者医療事業

土地区画整理事業

収益的収入及び支出 (※1)

資本的収入及び支出 (※2)

　　  合　計 (※3)

会　計
一般会計

 歳入（収入）
 　180億 9517万円

差引額
 　6億 6956万円

 歳出（支出）
 　174億 2561万円

 45億 3545万円
 3億 7282万円
 7億 6025万円
 5億 4276万円
 7億 8961万円
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 366万円
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　産前の５万円は食費や生活費に充てて、産後は次
女の粉ミルクや紙おむつなどに使えました。給与が
ストップする時期のギフトはとてもありがたかった。
　面談・面接も和やかな雰囲気で話せて、家族以外
と話す機会の減る産後に良い気分転換になりました。
いたわってくれて、子育ての状況を理解し話を聞いて
くれてメンタルケアにも繋がります。ネット申請が出
来れば便利です。

　南風原の子育て支援は充実してい
ます。一方で待機児童やきょうだい
児の別園通園も解決出来たら、もっ
と良くなると感じます。

大城久美子さん (町内在住  30代)

　他の市町村と比べても高齢者福祉は充実してい
て、一人ひとりとの関わりが深いと感じます。
　包括の方もこまめに関わってくださって、地域
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が連携するような場面で、これ
までの事例がオープンに共有で
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良さを活かした更なる連携がで
きると思います。

町内在住　30代女性
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連携、 先進的な作業療法士の派遣な
どを実施し不登校の改善に努めてい
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陳
情
・
意
見
書

令
和
６
年
度 

補
正
予
算　南星中トイレは古く気になっていました。飲食

店や私立などは、予算が厳しい中でもトイレは優
先して改修をしていると、他の保護者から聞きま
した。
　部活動指導員の減少も驚きましたが、教員の負
担軽減と部活動が活発になるよ
う、行政にお願いしたいです。
多感な思春期の中学生やその家
族へ、嬉しいニュースが届くの
を心待ちにしています。

津嘉山在住　40代  女性

中学生に明るいニュース！

　令和 3 年に町老人クラブがノルディックウォー
キング（NW）教室を開催したので参加し、それ
から NW クラブで黄金森陸上競技場外周を楽しく
歩いてます。
　2 本のポールを使う NW は足腰の負担が軽く楽
に歩けます。毎週月・水・金曜の午後 4時半開始、
季節により時間が変わります。社協や町担当課の
支援もあり、仲間の健康と絆づくりに大変役立っ
てます。初心者には親切に教
えてくれるので、ポールがな
くてもお気軽に参加して欲し
いですね。

藤原洋子さん（兼城在住 70代）

女性も多く、歩くのが楽しみ

今年度追加で行います

意見書全文はこちらから→

継続審査 ・・・ 会期内で結論が出せないため、次回議会でも引き続き審査を行う
審議未了 ・・・ 審査をしても「採択・不採択」の結論が出せない場合

陳情・意見書の結果

陳情第３号

意見書第７号

陳情第４号

意見書第８号・第９号

陳情第６号

陳情第７号

陳情第８号

陳情第 10号

意見書第 10号

陳情第 11号

陳情第 12号

意見書第 11号

陳情第 13号

陳情第 14号

審議
未了

審議
未了

択
採

択
採

択
採
択
採

択
採

択
採

択
採

択
採

決
可

決
可

決
可

決
可

意見書・陳情の結果は以下の通りです。
陳情13号・14号以外は全会一致での採択となっています。

　令和６年 10 月１日より 65 歳以上の方、
60 歳以上の基礎疾患を持っている方を対象
に、新型コロナワクチンが定期予防接種にな
ります。
　15700 円のうち国と町
で 12700円を助成、個人
負担額は 3000円です。

　前年度に引き続き、物価高騰への支援とし
て保育園、学童クラブの給食等における材料
費の補助を行います。
・保育園 
　一食あたり 44円の補助
・学童 
　一食あたり 12円の補助

コロナワクチン予防接種委託
事業費　７１２２万円

保育所等食材費の負担軽減
事業費　２５７９万円

　本部公園の園路灯の修繕や、本部公園・ち
むぐくる館の駐車場
の白線を引き直しま
す。

公園費修繕料の増額
事業費　１３９万円

　南風原小プール
濾過装置取替工事
や、南星中のトイ
レ改修工事を行い
ます。

小中学校の改修工事など
事業費　２４８６万円

　支払い項目の誤りによる償還金で、令和５年度は報酬からの支払
いで 32名の部活動指導員がいましたが、令和６年９月から会計年
度任用職員（非正規）となり９名に減っています。制度普及のため事
例を調査研究し、部活動環境の整備に努めるよう要望をしました。

部活動指導員　補助金償還金
事業費　１１５万円

「義務教育費国庫負担堅持及び 2分の1復元」のための意見書採
択を求める陳情

「義務教育費国庫負担堅持及び 2分の1復元」のための意見書
提出先　：　内閣総理大臣　他

「30人以下学級早期完全実現」のための意見書採択を求める陳情

「30人以下学級早期完全実現」のための意見書
提出先　：　内閣総理大臣、沖縄県知事　他

乳幼児の「命と健康を守る」為の寄り添い支援体制についてに関
する陳情

地元産品奨励及び地元企業優先使用について（要請）

県産品の優先使用について(要請 )

女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな批准を求める
意見書の日本政府への提出についての陳情

女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな批准を求める意見書
提出先　：　内閣総理大臣　他

学校給食費の無償化の実現を求める陳情

子どもの医療費自己負担設定で評価する保険者努力支援制度
の見直しと国庫負担の増額で国保財政の改善を求める陳情書

子どもの医療費自己負担設定で評価する保険者努力支援制度
の見直しと国庫負担の増額で国保財政の改善を求める意見書

提出先　：　内閣総理大臣　他

新川区の葬儀場立地に関する陳情

新川区への葬儀場建設に関する陳情書
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令和6年9月定例会　はえばる議会だより２２7号 令和6年9月定例会　はえばる議会だより２２7号　　　　　　　

３グループに分かれて議論しました

【一般質問とは】【一般質問とは】
次のページから

　議員が、町行政の執行状況又は将来
の方針、政策的提言や行政の課題など
を執行部に直接質問することです。
　QRコードから各議員の議会中継が
視聴できます。一般質問記事は質問議
員が会議録から抜粋し、広報委員会に
よって編集されています。

　議員が、町行政の執行状況又は将来
の方針、政策的提言や行政の課題など
を執行部に直接質問することです。
　QRコードから各議員の議会中継が
視聴できます。一般質問記事は質問議
員が会議録から抜粋し、広報委員会に
よって編集されています。

問一般質
町に考えを聞く
政策提言

照屋 仁士

當眞 嗣春

岡崎 晋

大城 勇太

西銘 多紀子

浦崎 みゆき

玉城 陽平

P17

P11

P19

P13

P21

P15

P23

P16

P10

P18

P12

P20

P14

P22

大城 重太

大宜見 洋文

金城 憲治

大城 雅史

石垣 大志

知念 富信

伊佐 園恵

地方交付税への考え方は
・タクシー初乗り助成の拡大をせよ

コミュニティスクール
導入の進捗は 
・部活動指導員の現状を問う

507号バイパス維持管理
対策を
・児童館にもクーラー設置を

津嘉山小学校屋外
環境整備を問う
・幼・小・中学校のクーラーを問う
・生徒増に伴う対策は

地域包括支援センター
認知度は
・児童手当どう変わるか

町道に移管されない
私道を問う
・オンデマンド交通（モビ）を問う
・県道241号線の外灯を問う

改正地方自治法について
問う
・学校給食の無償化を問う
・こども医療費助成制度を問う

家庭菜園、取り組む施策は

医療拠点の葬祭場計画
はどうか
・住宅リフォーム支援事業の拡充を

・畜産農家支援の取り組みは
・不登校の実態は

防災・減災まちづくりを
行っているか
・葬祭費補助制度を

mobiの利用状況と
課題を問う 慢性腎臓病の重症化予防を

幼稚園の夏休み給食等
の提供を
・広域的コミュニティ政策を            
・住民提案型の事業助成金の導入を
・公共施設に新しいテクノロジーの学び場を

DVはどこに相談できるか
・朝薫は津嘉山大綱曳きを考案したか
・地域包括支援センターに愛称を

陳情　賛否分かれる

議員発言に対する反問権・懲罰動議

保育園　園長会との意見交換会

　現在、新川において建設されている葬祭場について、２件の陳情が提出されました。
　賛否が分かれましたが、賛成７、反対６、退席１の賛成多数で採択となりました。

岡崎晋議員の一般質問で、執行部に対し「怠慢、不作為」との発言があり、町長は反問権で説明を求め
ました。
町長「具体的、法的にどのような根拠があって怠慢との表現なのか伺う。」
岡崎晋議員回答「法律で第何条とか今はわかりません。」
岡崎晋議員より「不作為」の発言取消し申出がありましたが、賛成少数で否決されました。
懲罰動議が提出され、特別委員会を設置し審議することとなりましたが、審議未了となりました。

　今
回
、
保
育
園
園
長
会
よ
り
申
し
出
が

あ
り
、
14
人
の
議
員
と
12
園
の
園
長
会
の

皆
さ
ま
と
で
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し

た
。　「こ

ど
も
ま
ん
な
か
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
現
在
の
保
育
園

が
抱
え
る
様
々
な
課
題
を
グ
ル
ー
プ
で
話

し
合
い
ま
し
た
。

　話
し
合
い
の
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
と
め

を
発
表
し
、
皆
で
共
有
し
ま
し
た
。

　今
回
い
た
だ
い
た
貴

重
な
ご
意
見
は
今
後
、

各
議
員
が
活
動
の
中
で

活
か
し
て
参
り
ま
す
。

陳情

陳情第 13号
新川地区の葬儀場立地に関する
陳情（認定NPO法人こども医
療支援わらびの会より）
陳情第 14号
新川地区への葬儀場建設に関
する陳情書（新川自治会より）

赤
嶺
奈
津
江

知
念
　富
信

浦
崎
み
ゆ
き

照
屋
　仁
士

金
城
　憲
治

大
城
　勇
太

石
垣
　大
志

大
宜
見
洋
文

岡
崎
　
　晋

大
城
　雅
史

伊
佐
　園
恵

西
銘
多
紀
子

當
眞
　嗣
春

大
城
　重
太

玉
城
　陽
平

－○

×

○退

××
○○

×

○

×

○○

×

－○

×

○退

××

○○
×

○

×

○○

×

件名

岡崎晋議員より発言取消しの
申出
議員岡崎晋氏に対する懲罰動議
を議題とすること

赤
嶺
奈
津
江

知
念
　富
信

浦
崎
み
ゆ
き

照
屋
　仁
士

金
城
　憲
治

大
城
　勇
太

石
垣
　大
志

大
宜
見
洋
文

岡
崎
　
　晋

大
城
　雅
史

伊
佐
　園
恵

西
銘
多
紀
子

當
眞
　嗣
春

大
城
　重
太

玉
城
　陽
平

－

××

○

×××

○

××××

○

××

－○○

×

○○○○○○○○○○○

○：賛成　×：反対　退：退席　欠：欠席　
－：赤嶺奈津江議員は議長のため採決に加わっていません

意見交換会の申込について
詳しくはこちらから
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反
問
権
・
懲
罰
動
議  

意
見
交
換
会

令和6年9月定例会　はえばる議会だより２２7号 令和6年9月定例会　はえばる議会だより２２7号　　　　　　　

３グループに分かれて議論しました

【一般質問とは】【一般質問とは】
次のページから

　議員が、町行政の執行状況又は将来
の方針、政策的提言や行政の課題など
を執行部に直接質問することです。
　QRコードから各議員の議会中継が
視聴できます。一般質問記事は質問議
員が会議録から抜粋し、広報委員会に
よって編集されています。

　議員が、町行政の執行状況又は将来
の方針、政策的提言や行政の課題など
を執行部に直接質問することです。
　QRコードから各議員の議会中継が
視聴できます。一般質問記事は質問議
員が会議録から抜粋し、広報委員会に
よって編集されています。

問一般質
町に考えを聞く
政策提言

照屋 仁士

當眞 嗣春

岡崎 晋

大城 勇太

西銘 多紀子

浦崎 みゆき

玉城 陽平

P17

P11

P19

P13

P21

P15

P23

P16

P10

P18

P12

P20

P14

P22

大城 重太

大宜見 洋文

金城 憲治

大城 雅史

石垣 大志

知念 富信

伊佐 園恵

地方交付税への考え方は
・タクシー初乗り助成の拡大をせよ

コミュニティスクール
導入の進捗は 
・部活動指導員の現状を問う

507号バイパス維持管理
対策を
・児童館にもクーラー設置を

津嘉山小学校屋外
環境整備を問う
・幼・小・中学校のクーラーを問う
・生徒増に伴う対策は

地域包括支援センター
認知度は
・児童手当どう変わるか

町道に移管されない
私道を問う
・オンデマンド交通（モビ）を問う
・県道241号線の外灯を問う

改正地方自治法について
問う
・学校給食の無償化を問う
・こども医療費助成制度を問う

家庭菜園、取り組む施策は

医療拠点の葬祭場計画
はどうか
・住宅リフォーム支援事業の拡充を

・畜産農家支援の取り組みは
・不登校の実態は

防災・減災まちづくりを
行っているか
・葬祭費補助制度を

mobiの利用状況と
課題を問う 慢性腎臓病の重症化予防を

幼稚園の夏休み給食等
の提供を
・広域的コミュニティ政策を            
・住民提案型の事業助成金の導入を
・公共施設に新しいテクノロジーの学び場を

DVはどこに相談できるか
・朝薫は津嘉山大綱曳きを考案したか
・地域包括支援センターに愛称を

陳情　賛否分かれる

議員発言に対する反問権・懲罰動議

保育園　園長会との意見交換会

　現在、新川において建設されている葬祭場について、２件の陳情が提出されました。
　賛否が分かれましたが、賛成７、反対６、退席１の賛成多数で採択となりました。

岡崎晋議員の一般質問で、執行部に対し「怠慢、不作為」との発言があり、町長は反問権で説明を求め
ました。
町長「具体的、法的にどのような根拠があって怠慢との表現なのか伺う。」
岡崎晋議員回答「法律で第何条とか今はわかりません。」
岡崎晋議員より「不作為」の発言取消し申出がありましたが、賛成少数で否決されました。
懲罰動議が提出され、特別委員会を設置し審議することとなりましたが、審議未了となりました。

　今
回
、
保
育
園
園
長
会
よ
り
申
し
出
が

あ
り
、
14
人
の
議
員
と
12
園
の
園
長
会
の

皆
さ
ま
と
で
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し

た
。　「こ

ど
も
ま
ん
な
か
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
現
在
の
保
育
園

が
抱
え
る
様
々
な
課
題
を
グ
ル
ー
プ
で
話

し
合
い
ま
し
た
。

　話
し
合
い
の
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
と
め

を
発
表
し
、
皆
で
共
有
し
ま
し
た
。

　今
回
い
た
だ
い
た
貴

重
な
ご
意
見
は
今
後
、

各
議
員
が
活
動
の
中
で

活
か
し
て
参
り
ま
す
。

陳情

陳情第 13号
新川地区の葬儀場立地に関する
陳情（認定NPO法人こども医
療支援わらびの会より）
陳情第 14号
新川地区への葬儀場建設に関
する陳情書（新川自治会より）

赤
嶺
奈
津
江

知
念
　富
信

浦
崎
み
ゆ
き

照
屋
　仁
士

金
城
　憲
治

大
城
　勇
太

石
垣
　大
志

大
宜
見
洋
文

岡
崎
　
　晋

大
城
　雅
史

伊
佐
　園
恵

西
銘
多
紀
子

當
眞
　嗣
春

大
城
　重
太

玉
城
　陽
平

－○

×

○退

××

○○

×

○

×

○○

×

－○

×

○退

××

○○

×

○

×

○○

×

件名

岡崎晋議員より発言取消しの
申出
議員岡崎晋氏に対する懲罰動議
を議題とすること

赤
嶺
奈
津
江

知
念
　富
信

浦
崎
み
ゆ
き

照
屋
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士

金
城
　憲
治

大
城
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太

石
垣
　大
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大
宜
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洋
文

岡
崎
　
　晋

大
城
　雅
史

伊
佐
　園
恵

西
銘
多
紀
子

當
眞
　嗣
春

大
城
　重
太

玉
城
　陽
平

－

××

○

×××

○

××××

○

××

－○○

×

○○○○○○○○○○○

○：賛成　×：反対　退：退席　欠：欠席　
－：赤嶺奈津江議員は議長のため採決に加わっていません

意見交換会の申込について
詳しくはこちらから
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照屋 仁士  議員 大城 重太  議員

コミュニティスクール
導入の進捗は

地
方
交
付
税
へ
の
考
え
方
は
。

令
和
６
年
度
南
風
原
町
に
お
け
る

そ
れ
ぞ
れ
測
定
単
位
の
数
（
表
内

Ｂ
）
を
示
せ
。

別
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

基
準
財
政
需
要
額
か
ら
基
準

財
政
収
入
額
を
引
い
た
額
が
普
通

交
付
税
と
さ
れ
る
。
全
て
は
交
付

さ
れ
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

理
論
上
そ
の
差
額
全
て

が
交
付
さ
れ
る
。（
別
表
２
）

表
を
読
み
取
る
と
42
項
目
の

う
ち
、
直
接
人
口
に
関
わ
る
数
値

が
15
項
目
、
間
接
的
に
関
わ
る
費

用
は
７
項
目
あ
る
。

つ
ま
り
人
口
が
交
付

税
に
大
き
く
影
響
す

る
と
言
え
る
と
思
う

が
ど
う
か
。人口

が
普
通

交
付
税
算
定
に
大
き

く
影
響
を
す
る
。

タ
ク
シ
ー
初
乗
り
助
成
の

拡
大
を
せ
よ

タ
ク
シ
ー
初
乗
り
助
成
の
拡

大
を
せ
よ
。
現
在
は
、
移
動
困
難

者
へ
の
支
援
だ
が
、
ほ
か
に
も

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え

る
。
経
緯
・
実
績
を
説
明
せ
よ
。

令
和
６
年
度
よ
り
年
齢

を
引
下
げ
70
歳
以
上
と
し
、
町
内

に
支
援
す
る
家
族
等
が
い
な
い
方

へ
条
件
を
緩
和
し
た
。
実
績
は
別

表
３
の
と
お
り
で
あ
る
。

地方交付税への
考え方は
答　人口が大きく影響をする

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
導

入
の
進
捗
は
ど
う
か
。

 

10
月
に
校
長
・
教
頭
連

絡
会
に
て
再
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
の
説
明
会
を
行
い
、
学
校

運
営
協
議
会
委
員
を
選
定
し
協
議

会
を
発
足
す
る
予
定
で
あ
る
。 

こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
で
来

年
度
ス
タ
ー
ト
で
き
そ
う
か
。

令
和
７
年
度
に
全

て
の
学
校
で
立
ち
上
げ
る
調
整
を

し
て
い
る
。
今
年
度
ま
ず
は
何
校

か
で
立
ち
上
げ
て
、
次
年
度
に
全

校
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
っ

て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に

一
番
期
待
し
て
い
る
の
は
、
地
域

づ
く
り
で
あ
る
。
地
域
活
動
や
社

会
教
育
団
体
が
停
滞
し
て
い
る
状

況
で
、
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ

く
り
が
で
き
れ
ば
、
地
域
も
ま
た

盛
り
上
が
る
と
思
っ
て
い
る
が
ど

う
か
。

私
た
ち
も
そ
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
。
私
た
ち
が
目

指
す
姿
の
中
に
、
地
域
づ
く
り
の

担
い
手
が
育
つ
地
域
だ
っ
た
り
、

学
校
を
中
心
と
し
た
地
域
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
形
成
が
で
き
る
よ
う
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
で
、
学

校
応
援
隊
は
え
ば
る
と
の
連
携
が

一
体
的
に
な
っ
て
、
学
校
の
運
営

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

部
活
動
指
導
員
の

現
状
を
問
う

今
年
度
か
ら
部
活
動
指
導
員

を
拡
充
し
て
い
る
と
思
う
が
、
現

状
は
ど
う
か
。私

た
ち
の
目
標
は

全
て
の
部
活
動
に
部
活
動
指
導
員

を
配
置
す
る
こ
と
で
、
予
算
も
そ

の
よ
う
に
計
上
し
て
い
る
が
、
現

状
は
運
動
部
８
名
、文
化
部
１
名
、

今
年
は
合
計
９
名
の
任
用
と
な
っ

て
い
る
。

全
部
活
動
に
配
置
で
き
れ

ば
、と
て
も
学
校
の
働
き
方
改
革
、

教
職
員
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が

る
。
ぜ
ひ
こ
れ
を
強
く
進
め
て
ほ

し
い
と
思
う
が
何
が
課
題
か
。

前
年
度
の
採
用
人

数
は
32
名
い
た
。
今
年
か
ら
会
計

年
度
任
用
職
員
に
移
行
し
た
が
、

任
用
の
手
続
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う

な
形
で
う
ま
く
簡
素
化
で
き
る
か

確
認
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

ー

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
喜
屋
武
・
本
部
・
照
屋
地
区
の

下
水
道
整
備
状
況
を
問
う

答　令和７年度に全校立ち上げで調整

問問

問問問

問

問問

問

教
育
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

「コニュニティスクールの仕組み　文部科学省HPより」

別表３　タクシー初乗り助成　実績

地方交付税の算定方法 南風原町測定単位の一覧別表 1別表 2

各標準的な水準で行政を行うのに必要な経費のうち、一般財源でまかなうべき額。
それぞれの自治体毎に、一定の合理的な方法で算出。

基準財政需要額 基準財政収入額 普通交付税

単位費用
×

測定単位
（国勢調査人口等）

×
補正係数

（段階補正等）

基準財政需要額額
－

基準財政収入額

標準的な地方税収入
×

７５％
＋

地方譲与税等

標準的な地方税収
×２５％

基準財政需要額が等
しくても、税収等の
規模により、普通交
付税の配分が異なる。

留保財源
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問
う

今
年
度
か
ら
部
活
動
指
導
員

を
拡
充
し
て
い
る
と
思
う
が
、
現

状
は
ど
う
か
。私

た
ち
の
目
標
は

全
て
の
部
活
動
に
部
活
動
指
導
員

を
配
置
す
る
こ
と
で
、
予
算
も
そ

の
よ
う
に
計
上
し
て
い
る
が
、
現

状
は
運
動
部
８
名
、文
化
部
１
名
、

今
年
は
合
計
９
名
の
任
用
と
な
っ

て
い
る
。

全
部
活
動
に
配
置
で
き
れ

ば
、と
て
も
学
校
の
働
き
方
改
革
、

教
職
員
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が

る
。
ぜ
ひ
こ
れ
を
強
く
進
め
て
ほ

し
い
と
思
う
が
何
が
課
題
か
。

前
年
度
の
採
用
人

数
は
32
名
い
た
。
今
年
か
ら
会
計

年
度
任
用
職
員
に
移
行
し
た
が
、

任
用
の
手
続
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う

な
形
で
う
ま
く
簡
素
化
で
き
る
か

確
認
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

ー

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
喜
屋
武
・
本
部
・
照
屋
地
区
の

下
水
道
整
備
状
況
を
問
う

答　令和７年度に全校立ち上げで調整

問問

問問問

問

問問

問

教
育
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

「コニュニティスクールの仕組み　文部科学省HPより」

別表３　タクシー初乗り助成　実績

地方交付税の算定方法 南風原町測定単位の一覧別表 1別表 2

各標準的な水準で行政を行うのに必要な経費のうち、一般財源でまかなうべき額。
それぞれの自治体毎に、一定の合理的な方法で算出。

基準財政需要額 基準財政収入額 普通交付税

単位費用
×

測定単位
（国勢調査人口等）

×
補正係数

（段階補正等）

基準財政需要額額
－

基準財政収入額

標準的な地方税収入
×
７５％
＋

地方譲与税等

標準的な地方税収
×２５％

基準財政需要額が等
しくても、税収等の
規模により、普通交
付税の配分が異なる。

留保財源
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大城 勇太  議員

　大城 雅史  議員

梅
雨
後
も
５
０
７
号
つ
か
ざ

ん
ト
ン
ネ
ル
内
で
水
道
を
開
け
た

よ
う
な
水
漏
れ
が
長
ら
く
続
い
た

が
対
策
は
行
な
っ
た
か
。

早
急
に
管
理
者
の

ほ
う
に
対
策
を
講
じ
る
よ
う
に
要

請
し
て
い
く
。

ク
ニ
ン
ド
ー
横
の
木
が
繁
茂

し
て
い
る
。
県
と
の
調
整
は
進
ん

で
い
る
か
。
ま
た
、
道
路
の
苔
等

な
ど
も
一
緒
に
要
請
で
き
な
い

か
。

契
約
締
結
後

９
月
末
に
維
持
管
理
の
清
掃
の
契

約
を
行
う
。

児
童
館
に
も

ク
ー
ラ
ー
設
置
を

那
覇
市
の
児
童
館
に
は
ほ
と

ん
ど
ク
ー
ラ
ー
が
付
い
て
い
る
。

本
町
の
児
童
館
に
も
ク
ー
ラ
ー
設

置
を
。

本
町
児
童
館
に
も
図
書

室
な
ど
静
か
な
動
き
を
す
る
と
こ

ろ
に
は
ク
ー
ラ
ー
は
つ
い
て
い

る
。
遊
戯
室
は
他
自
治
体
の
状
況

等
も
踏
ま
え
、
調
査
検
討
し
て
い

く
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
、
そ
の

他
習
い
事
な
ど
、
日
曜
参
観
日
に

507号バイパス
維持管理対策を
答　９月末に維持管理の
　　清掃を行う

津
嘉
山
小
学
校
屋
外
環
境
整

備
を
問
う
。
運
動
場
の
ト
イ
レ
は

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
あ
る
際
、
利
用

頻
度
に
応
じ
て
排
水
が
悪
く
つ
ま

り
が
あ
る
。
そ
の
原
因
と
今
後
の

対
策
を
伺
う
。

運
動
場
の
ト
イ
レ
排
水

が
悪
い
と
い
う
報
告
は
な
い
。
学

校
長
に
ど
う
い
う
状
況
か
詳
し
く

調
査
し
、
今
後
の
対
応
は
考
え
て

い
く
。

運
動
場
周
辺
草
木
が
繁
茂
し

て
お
り
、
高
所
の
場
所
に
あ
る
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
作
業
で
は
な
か
な
か
対
応

は
厳
し
い
。
早
め
に
草
木
の
伐
採

は
で
き
な
い
か
伺
う
。

現
場
を
調
査
し
対

応
す
る
。
４
年
前
に
も
木
を
伐
採

し
て
整
備
を
し
て
お
り
対
策
と
し

て
は
一
番
何
が
い
い
か
に
つ
い

て
、
防
草
シ
ー
ト
な
ど
の
方
法
等

も
含
め
て
考
え
て
い
き
た
い
。

幼
・
小
・
中
学
校
の

ク
ー
ラ
ー
を
問
う

熱
中
症
予
防
の
観
点
か
ら
、

各
幼
稚
園
、
学
校
に
お
い
て
ク
ー

ラ
ー
が
故
障
し
た
際
の
対
応
は
。

ク
ー
ラ
ー
が
故
障

し
た
場
合
、
子
ど
も
た
ち
の
熱
中

症
と
か
も
あ
る
の
で
、
今
回
も
ス

ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
等
を
リ
ー
ス

し
、
工
夫
し
な
が
ら
使
っ
て
い
る

よ
う
な
状
況
で
あ
る
。

定
期
点
検
を
行
っ
て
い
る
か

伺
う
。

ク
ー
ラ
ー
の
点
検

は
、
使
用
前
に
、
学
校
側
で
運
転

で
き
る
か
ど
う
か
の
確
認
点
検
を

行
っ
て
い
る
。
ほ
か
に
も
、
普
通

教
室
に
入
れ
た
ク
ー
ラ
ー
に
つ
い

て
は
保
守
点
検
も
入
っ
て
お
り
、

年
２
回
ほ
ど
点
検
を
行
い
、
稼
働

し
て
い
る
か
ど
う
か
の
確
認
も
含

め
て
点
検
を
し
て
い
る
。
令
和
元

年
度
に
導
入
し
た
普
通
教
室
分
、

ガ
ス
方
式
分
は
、
年
２
回
の
５
月

と
８
月
に
行
っ
て
い
る
。

生
徒
増
に
伴
う
対
策
は

令
和
７
年
度
児
童
生
徒
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
と
聞
く
。
現
状

の
教
室
数
で
対
応
で
き
る
か
。

現
時
点
で
集
計
が

出
て
お
ら
ず
、
把
握
は
な
い
。
津

嘉
山
小
学
校
の
校
長
先
生
か
ら

は
、
見
込
で
増
え
そ
う
な
の
で
調

整
し
た
い
と
い
う
お
話
は
あ
る
。

現
場
で
一
緒
に
確
認
し
て
い
く
。

津
嘉
山
小
は
か
な
り
手
狭
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
印
象
が
あ
る

が
、
そ
の
場
合
教
室
増
と
か
対
応

で
き
る
の
か
伺
う
。

教
室
が
不
足
で
あ

れ
ば
、
私
た
ち
の
ほ
う
で
教
室
増

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

ー

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
中
央
分
離
帯
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ

い
て

津
嘉
山
小
学
校
屋
外

環
境
整
備
を
問
う

答
　草
木
の
伐
採
は
、
現
場
を

　
　調
査
し
対
応
す
る

問

問問

問

教
育
総
務
課
長

学
校
教
育
課
長

教
育
総
務
課
長

教
育
総
務
課
長

学
校
教
育
課
長

経
済
建
設
部
長

学
校
教
育
課
長

問問

教
育
長

副
町
長

教
育
長

問問

問問

大
会
等
が
あ
り
学
校
を
休
ん
だ
場

合
、
本
町
は
欠
席
扱
い
に
な
る
。

し
か
し
出
席
扱
い
に
な
る
市
町
村

も
あ
る
。
公
平
性
を
考
え
て
、
本

町
も
出
席
扱
い
に
で
き
な
い
か
。

文
科
省
か
ら
、
教

育
活
動
の
一
環
と
し
て
児
童
が
運

動
や
文
化
な
ど
に
関
わ
る
行
事
等

に
参
加
し
た
と
き
、
校
長
が
指
導

要
録
の
出
欠
の
記
録
に
つ
い
て
出

席
扱
い
と
す
る
。
習
い
事
は
学
校

教
育
の
一
環
と
し
て
取
扱
わ
れ
な

い
の
で
、出
席
扱
い
は
で
き
な
い
。

出
席
扱
い
し
な
い
か
ら
と
い
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
が
不
利
に
な
ら

な
い
対
応
を
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

　

津嘉山小学校周辺草木

クニンドー　整備前　草木が繁茂している

クニンドー　整備後　歩道が現れた
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も
た
ち
が
不
利
に
な
ら

な
い
対
応
を
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

　

津嘉山小学校周辺草木

クニンドー　整備前　草木が繁茂している

クニンドー　整備後　歩道が現れた
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包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
本
町
の
目
標
と
す
る
認
知
度

は
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
パ
ー
セ
ン
ト

だ
と
考
え
る
か
。
ま
た
役
割
と
し

て
の
考
え
を
伺
う
。   

「
名
称
も
内
容
も
知

っ
て
い
る
」
と
い
う
方
が
26
％
、

「
名
称
は
知
っ
て
い
る
が
内
容
は

知
ら
な
い
」
が
35
％
、
３
年
前
と

比
較
す
る
と
高
く
な
っ
て
い
る
。

高
齢
者
が
増
え
様
々
な
問
題
、
新

し
い
課
題
と
か
も
発
生
し
て
い

る
。
関
係
機
関
と
連
携
し
地
域
福

祉
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

地
域
福
祉
サ
ポ
ー
タ
ー
の
取

り
組
み
が
で
き
な
い
か
。

社
会
福
祉
協
議
会

の
「
福
祉
協
力
員
」
が
地
域
福
祉

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。

社
協
の
福
祉
協
力
員
が
地
域

福
祉
サ
ポ
ー
タ
ー
は
ど
の
よ
う
な

内
容
で
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
値
は

あ
る
か
。

福
祉
協
力
員
の
皆

さ
ん
は
、
今
約
１
５
０
名
で
、
高

齢
者
サ
ロ
ン
の
手
伝
い
や
地
域
見

守
り
が
必
要
な
方
の
把
握
、
民
生

委
員
児
童
委
員
と
の
連
携
、
福
祉

マ
ッ
プ
作
成
、
食
事
づ
く
り
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

本
町
の
認
知
症
対
策
の
主
な

施
策
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
や
認
知
症
カ
フ
ェ
を

実
施
し
て
い
る
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
や
認
知
症
カ
フ
ェ
は
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
で
、
ど
う
い
う
方
が

そ
こ
に
参
加
で
き
る
の
か
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
は
、
町
内
の
小
学
校

４
年
生
に
対
し
て
、
こ
の
認
知
症

を
知
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
総
合
事

業
等
の
取
り
組
み
で
、
劇
や
認
知

症
劇
な
ど
の
公
演
を
行
っ
て
い

る
。
認
知
症
カ
フ
ェ
は
認
知
症
当

事
者
の
方
や
家
族
の
方
、
興
味
の

あ
る
方
な
ど
が
月
１
回
カ
フ
ェ
を

行
っ
て
い
る
。

高
齢
者
の
為
の
サ
ー
ビ
ス
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
が
で
き
な
い

か
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
個
別
の
物
は
あ
る
が
、
総
合
的

な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
無
い
状
況
で

あ
る
。
よ
り
よ
い
方
策
が
な
い
か

調
査
研
究
し
た
い
。

児
童
手
当
ど
う
変
わ
る
か

児
童
手
当
が
拡
充
さ
れ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
。

所
得
制
限
の
撤
廃
、
高

校
生
年
代
ま
で
延
長
、
第
三
子
以

降
に
月
３
万
円
、
支
給
月
が
年
３

回
か
ら
年
６
回
に
変
更
さ
れ
る
。

答
　相
談
件
数
が
年
々
増
加
し
て
お
り

　
　
認
知
度
は
向
上
し
て
い
る

町
道
に
移
管
さ
れ
な
い
私
道

を
問
う
。
公
共
道
路
に
な
っ
て
い

る
が
、
諸
事
情
に
よ
り
私
道
扱
い

の
道
路
は
何
カ
所
か
。町

内
で
は
５

カ
所
程
度
あ
る
。
元
南
城
商
会
か

ら
の
道
路
は
２
人
の
所
有
者
の
了

解
が
取
れ
ず
今
日
ま
で
来
て
い
る

が
、
帰
属
に
了
解
の
人
と
事
業
所

が
倒
産
で
所
有
者
権
移
転
に
困
難

が
生
じ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

兼
城
相
互
団
地
の
道
路
は
、

水
道
管
の
老
朽
化
に
よ
る
全
面
工

事
も
で
き
な
い
現
状
に
あ
る
。
打

開
策
は
な
い
か
。

都
市
計
画
法

に
基
づ
い
て
開
発
行
為
を
行
っ
た

上
で
宅
地
分
譲
が
行
わ
れ
る
の

で
、
道
路
用
地
は
当
然
合
法
的
に

宅
地
の
所
有
者
に
登
記
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
道
路
所
有
者
に
は
現

状
を
伝
え
て
、
町
へ
の
帰
属
を
促

す
。

私
道
扱
い
の
道
路
で
災
害
が

起
き
た
場
合
、
管
路
の
復
旧
は
ど

の
よ
う
な
対
応
に
な
る
か
。

道
路
所
有
者

の
了
解
を
取
っ
て
、
管
路
の
復
旧

は
管
理
者
が
復
旧
す
る
。

町
道
移
管
に
応
じ
な
い
の

は
、
道
路
の
税
制
の
問
題
か
。

税
制
の
問
題
で
は
な
く

有
償
で
な
け
れ
ば
所
有
権
移
転
に

応
じ
ら
れ
な
い
と
の
回
答
だ
っ

た
。
税
制
と
し
て
は
公
共
道
路
は

非
課
税
に
な
る
。
私
道
の
場
合
、

建
築
基
準
法
上
の
道
路
、
位
置
指

定
道
路
は
非
課
税
、
そ
れ
以
外
は

雑
種
地
と
同
様
、
課
税
に
な
る
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通（
モ
ビ
）

を
問
う今

年
の
７
月
か
ら
実
施
し
た

オ
ン
デ
マ
ン
ド
（
モ
ビ
）
は
町
内

３
事
業
所
の
タ
ク
シ
ー
で
運
行
し

て
い
る
が
、
実
施
状
況
、
会
員
数

を
問
う
。タ

ク
シ
ー
２
台
で
朝
９

時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
運
行
し
て

い
る
。
広
報
は
広
報
は
え
ば
る
、

町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
店
頭
や
各
種

メ
デ
ィ
ア
で
の
周
知
活
動
、
各
家

庭
へ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て

い
る
。
現
在
５
４
３
名
が
登
録
者

で
あ
る
。

県
道
２
４
１
号
線
の

外
灯
を
問
う

県
道
２
４
１
号
線
は
信
号
機

の
場
所
以
外
は
外
灯
が
な
く
、
歩

道
が
暗
い
と
苦
情
が
あ
る
。
外
灯

設
置
で
き
な
い
か
。

計
画
段
階
で

は
連
続
照
明
だ
っ
た
が
、
２
回
の

交
通
量
調
査
で
１
日
当
た
り
２
万

５
千
台
以
上
の
設
置
が
望
ま
し
い

が
、１
万
７
千
台
に
な
っ
て
い
る
。

想
定
以
上
の
交
通
量
が
な
く
信
号

機
の
あ
る
所
の
局
部
照
明
に
設
計

が
変
更
に
な
っ
た
。
花
の
店
パ
ス

テ
ル
付
近
は
南
部
土
木
事
務
所
と

現
場
確
認
を
す
る
。

町道に移管されない
私道を問う
答　町への道路帰属を促す

問

問

問問問問

問

問問

問問

問

問

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

認
知
度
は

県道241号線（兼城付近）

役場２階にある地域包括支援センター
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包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
本
町
の
目
標
と
す
る
認
知
度

は
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
パ
ー
セ
ン
ト

だ
と
考
え
る
か
。
ま
た
役
割
と
し

て
の
考
え
を
伺
う
。   

「
名
称
も
内
容
も
知

っ
て
い
る
」
と
い
う
方
が
26
％
、

「
名
称
は
知
っ
て
い
る
が
内
容
は

知
ら
な
い
」
が
35
％
、
３
年
前
と

比
較
す
る
と
高
く
な
っ
て
い
る
。

高
齢
者
が
増
え
様
々
な
問
題
、
新

し
い
課
題
と
か
も
発
生
し
て
い

る
。
関
係
機
関
と
連
携
し
地
域
福

祉
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

地
域
福
祉
サ
ポ
ー
タ
ー
の
取

り
組
み
が
で
き
な
い
か
。

社
会
福
祉
協
議
会

の
「
福
祉
協
力
員
」
が
地
域
福
祉

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。

社
協
の
福
祉
協
力
員
が
地
域

福
祉
サ
ポ
ー
タ
ー
は
ど
の
よ
う
な

内
容
で
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
値
は

あ
る
か
。

福
祉
協
力
員
の
皆

さ
ん
は
、
今
約
１
５
０
名
で
、
高

齢
者
サ
ロ
ン
の
手
伝
い
や
地
域
見

守
り
が
必
要
な
方
の
把
握
、
民
生

委
員
児
童
委
員
と
の
連
携
、
福
祉

マ
ッ
プ
作
成
、
食
事
づ
く
り
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

本
町
の
認
知
症
対
策
の
主
な

施
策
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
や
認
知
症
カ
フ
ェ
を

実
施
し
て
い
る
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
や
認
知
症
カ
フ
ェ
は
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
で
、
ど
う
い
う
方
が

そ
こ
に
参
加
で
き
る
の
か
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
は
、
町
内
の
小
学
校

４
年
生
に
対
し
て
、
こ
の
認
知
症

を
知
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
総
合
事

業
等
の
取
り
組
み
で
、
劇
や
認
知

症
劇
な
ど
の
公
演
を
行
っ
て
い

る
。
認
知
症
カ
フ
ェ
は
認
知
症
当

事
者
の
方
や
家
族
の
方
、
興
味
の

あ
る
方
な
ど
が
月
１
回
カ
フ
ェ
を

行
っ
て
い
る
。

高
齢
者
の
為
の
サ
ー
ビ
ス
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
が
で
き
な
い

か
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
個
別
の
物
は
あ
る
が
、
総
合
的

な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
無
い
状
況
で

あ
る
。
よ
り
よ
い
方
策
が
な
い
か

調
査
研
究
し
た
い
。

児
童
手
当
ど
う
変
わ
る
か

児
童
手
当
が
拡
充
さ
れ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
。

所
得
制
限
の
撤
廃
、
高

校
生
年
代
ま
で
延
長
、
第
三
子
以

降
に
月
３
万
円
、
支
給
月
が
年
３

回
か
ら
年
６
回
に
変
更
さ
れ
る
。

答
　相
談
件
数
が
年
々
増
加
し
て
お
り

　
　
認
知
度
は
向
上
し
て
い
る

町
道
に
移
管
さ
れ
な
い
私
道

を
問
う
。
公
共
道
路
に
な
っ
て
い

る
が
、
諸
事
情
に
よ
り
私
道
扱
い

の
道
路
は
何
カ
所
か
。町

内
で
は
５

カ
所
程
度
あ
る
。
元
南
城
商
会
か

ら
の
道
路
は
２
人
の
所
有
者
の
了

解
が
取
れ
ず
今
日
ま
で
来
て
い
る

が
、
帰
属
に
了
解
の
人
と
事
業
所

が
倒
産
で
所
有
者
権
移
転
に
困
難

が
生
じ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

兼
城
相
互
団
地
の
道
路
は
、

水
道
管
の
老
朽
化
に
よ
る
全
面
工

事
も
で
き
な
い
現
状
に
あ
る
。
打

開
策
は
な
い
か
。

都
市
計
画
法

に
基
づ
い
て
開
発
行
為
を
行
っ
た

上
で
宅
地
分
譲
が
行
わ
れ
る
の

で
、
道
路
用
地
は
当
然
合
法
的
に

宅
地
の
所
有
者
に
登
記
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
道
路
所
有
者
に
は
現

状
を
伝
え
て
、
町
へ
の
帰
属
を
促

す
。

私
道
扱
い
の
道
路
で
災
害
が

起
き
た
場
合
、
管
路
の
復
旧
は
ど

の
よ
う
な
対
応
に
な
る
か
。

道
路
所
有
者

の
了
解
を
取
っ
て
、
管
路
の
復
旧

は
管
理
者
が
復
旧
す
る
。

町
道
移
管
に
応
じ
な
い
の

は
、
道
路
の
税
制
の
問
題
か
。

税
制
の
問
題
で
は
な
く

有
償
で
な
け
れ
ば
所
有
権
移
転
に

応
じ
ら
れ
な
い
と
の
回
答
だ
っ

た
。
税
制
と
し
て
は
公
共
道
路
は

非
課
税
に
な
る
。
私
道
の
場
合
、

建
築
基
準
法
上
の
道
路
、
位
置
指

定
道
路
は
非
課
税
、
そ
れ
以
外
は

雑
種
地
と
同
様
、
課
税
に
な
る
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通（
モ
ビ
）

を
問
う今

年
の
７
月
か
ら
実
施
し
た

オ
ン
デ
マ
ン
ド
（
モ
ビ
）
は
町
内

３
事
業
所
の
タ
ク
シ
ー
で
運
行
し

て
い
る
が
、
実
施
状
況
、
会
員
数

を
問
う
。タ

ク
シ
ー
２
台
で
朝
９

時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
運
行
し
て

い
る
。
広
報
は
広
報
は
え
ば
る
、

町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
店
頭
や
各
種

メ
デ
ィ
ア
で
の
周
知
活
動
、
各
家

庭
へ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て

い
る
。
現
在
５
４
３
名
が
登
録
者

で
あ
る
。

県
道
２
４
１
号
線
の

外
灯
を
問
う

県
道
２
４
１
号
線
は
信
号
機

の
場
所
以
外
は
外
灯
が
な
く
、
歩

道
が
暗
い
と
苦
情
が
あ
る
。
外
灯

設
置
で
き
な
い
か
。

計
画
段
階
で

は
連
続
照
明
だ
っ
た
が
、
２
回
の

交
通
量
調
査
で
１
日
当
た
り
２
万

５
千
台
以
上
の
設
置
が
望
ま
し
い

が
、１
万
７
千
台
に
な
っ
て
い
る
。

想
定
以
上
の
交
通
量
が
な
く
信
号

機
の
あ
る
所
の
局
部
照
明
に
設
計

が
変
更
に
な
っ
た
。
花
の
店
パ
ス

テ
ル
付
近
は
南
部
土
木
事
務
所
と

現
場
確
認
を
す
る
。

町道に移管されない
私道を問う
答　町への道路帰属を促す
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家
庭
菜
園
を
通
し
て
健
康
に

な
る
土
い
じ
り
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
最
近
あ
っ
た
テ
レ
ビ
番
組
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
、
ガ
ー
デ
ン

セ
ラ
ピ
ー
と
い
う
言
葉
が
今
注
目

を
浴
び
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い

る
か
。土

い
じ
り
に
関
す
る
サ
イ

ト
を
拝
見
し
た
。
書
い
て
あ
っ
た

と
お
り
効
用
が
あ
る
内
容
で
、
家

庭
菜
園
の
土
い
じ
り
が
健
康
づ
く

り
に
役
立
つ
と
い
う
も
の
を
否
定

す
る
つ
も
り
は
な
い
。

学
校
や
役
場
で
も
心
身
疲
労

で
休
職
す
る
職
員
が
増
え
て
い

る
。
校
内
や
職
場
内
菜
園
で
土
い

じ
り
の
機
会
を
作
れ
な
い
か
。

今
の
と
こ
ろ
土
い
じ
り
の

機
会
を
作
る
考
え
は
な
い
。

本
町
の
財
政
状
況
、
そ
し
て

新
た
に
建
設
を
計
画
し
て
い
る
町

民
体
育
館
へ
こ
れ
か
ら
大
き
な
支

出
が
考
え
ら
れ
る
。
ど
こ
で
補
う

か
と
言
え
ば
、
や
は
り
医
療
費
を

抑
制
す
る
施
策
が
大
変
重
要
じ
ゃ

な
い
か
な
と
考
え
る
。

　
私
も
自
然
栽
培
農
業
を
実
践
し

て
、
実
際
に
健
康
を
実
感
す
る
。

　
楽
し
く
仕
事
を
す
る
た
め
に

も
、
こ
う
い
う
息
抜
き
と
い
う
こ

と
も
必
要
じ
ゃ
な
い
か
。
植
物
や

緑
の
力
を
健
康
に
生
か
す
ガ
ー
デ

ン
セ
ラ
ピ
ー
が
注
目
を
集
め
て
い

る
と
新
聞
や
ネ
ッ
ト
で
も
多
く
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
肥
料
も
農

薬
も
除
草
剤
も
使
わ
な
い
自
然
栽

培
農
業
と
ガ
ー
デ
ン
セ
ラ
ピ
ー

は
、
と
て
も
親
和
性
が
高
い
と
考

え
る
。

　
自
然
や
予
防
医
学
と
い
っ
た
人

の
健
康
を
扱
う
分
野
と
統
合
、
融

合
し
た
環
境
健
康
学
と
い
う
学
問

が
あ
り
、
植
物
の
療
法
的
効
果
、

医
療
福
祉
施
設
の
緑
化
、
緑
地
福

祉
、
人
と
植
物
の
関
わ
り
な
ど
を

研
究
す
る
そ
う
だ
。

　
本
町
で
も
そ
の
分
野
の
研
究
者

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
調
査
研
究

な
ど
で
き
な
い
か
。
例
え
ば
、
産

業
医
の
先
生
と
か
に
提
案
し
て
、

効
果
の
実
証
実
験
を
し
て
み
る
と

い
う
の
も
い
い
と
思
う
が
、
ど
う

か
。

様
々
な
施
策
は
あ
る
が
、

医
療
費
適
正
化
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
方
策
等
々
、
調
査
研
究
し

て
い
く
。

家
庭
菜
園
、

取
り
組
む
施
策
は

答
　医
療
費
抑
制
の
視
点
か
ら

　
　行
う
考
え
は
な
い

改
正
地
方
自
治
法
に
つ
い
て

問
う
。
６
月
の
一
般
質
問
で
も
日

米
共
同
声
明
に
つ
い
て
、
同
じ
よ

う
な
答
弁
で
、法
治
国
家
だ
か
ら
、

決
め
ら
れ
た
ら
法
律
に
沿
っ
て
進

め
て
い
く
、
自
分
は
執
行
す
る
立

場
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て

い
た
、今
回
も
そ
う
い
う
立
場
か
。

一
般
質
問
の
趣
旨
内
容

は
、
町
の
会
議
規
則
に
よ
っ
て
、

町
の
事
務
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
と
い
う
こ
と
で
規
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
法
律
改
正
だ
か
ら
、

我
々
は
改
正
さ
れ
た
法
律
に
の
っ

と
っ
て
事
務
を
進
め
て
い
く
が
、

そ
の
法
律
の
内
容
、
制
定
、
改
廃

に
つ
い
て
は
、
国
に
そ
の
役
割
が

あ
る
の
で
、
そ
れ
は
町
の
事
務
で

は
な
い
た
め
に
お
答
え
で
き
な

い
。

タ
イ
ム
ス
の
報
道
で
町
長
は

評
価
す
る
と
答
え
て
い
る
。
私
が

質
問
し
た
こ
と
と
矛
盾
す
る
の
で

は
。

一
般
質
問
は
、
議
会
会

議
規
則
に
の
っ
と
っ
て
進
め
て
い

る
。
町
の
事
務
に
つ
い
て
答
弁
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
所
見
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き

な
い
。今

回
の
改
正
自
治
法
は
国
民

の
安
全
性
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
事
態
に
お
け
る
特
例
、
14
章
が

問
題
で
あ
る
。
国
が
地
方
に
対
す

る
指
示
権
を
広
げ
て
、
こ
れ
を
戦

争
等
に
持
っ
て
い
こ
う
と
い
う
魂

胆
が
あ
る
、
改
め
て
答
弁
を
お
願

い
す
る
。町民

の
皆
さ
ん
の
生
命
と

財
産
を
守
る
と
い
う
立
場
か
ら
、

行
政
運
営
を
担
っ
て
い
る
。

学
校
給
食
の
無
償
化
を

問
う中

学
校
の
給
食
費
の
２
分
の

１
相
当
の
補
助
金
に
つ
い
て
、
本

町
の
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

９
月
に
行
わ
れ
た
沖
縄

県
の
説
明
会
に
お
い
て
「
補
助
金

は
中
学
生
の
学
校
給
食
費
の
保
護

者
負
担
分
減
免
の
使
途
に
充
て
る

こ
と
」と
の
説
明
が
あ
っ
た
の
で
、

本
町
で
も
、
そ
の
対
象
経
費
に
活

用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
を
問
う

厚
生
労
働
省
、
６
月
26
日
付

通
達
、
こ
ど
も
医
療
の
適
正
化
等

の
取
り
組
み
の
内
容
と
本
町
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

本
町
は
現
行
の
こ
ど
も

医
療
費
助
成
制
度
を
維
持
す
る
方

針
に
変
わ
り
は
な
い
。

ー

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

改正地方自治法に
ついて問う
答　見解や評価を述べる立場にはない

問

ガーデンセラピー、食べたスイカの種を撒いたら平和の礎

問

問

問

問 問

問 問

町
長

総
務
部
長

町
長

総
務
部
長

教
育
長

副
町
長

町
長

町
長
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防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く
り

を
行
っ
て
い
る
か
。
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
観
点
か
ら
、
下
水
道
管
埋
設

物
に
つ
い
て
は
、
工
事
が
行
わ
れ

て
い
る
か
。

連
携
し
た
防
災

体
制
を
目
指
し
て
い
る
。
下
水
道

管
に
限
っ
て
に
な
る
が
、
地
震
時

に
は
耐
え
ら
れ
る
よ
う
な
可
と
う

性
を
持
っ
た
構
造
を
採
用
し
て
施

工
し
て
い
る
。

避
難
所
と
し
て
の
公
園
に

は
、
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
つ
く
り
が
さ
れ
て
い
る

か
。

公
園
施
設
に
つ
い

て
は
、
か
ま
ど
ベ
ン
チ
や
災
害
用

の
照
明
、
そ
う
い
っ
た
災
害
時
に

対
応
で
き
る
施
設
の
整
備
を
行
っ

て
い
る
。

大
規
模
避
難
所
と
し
て
、
小

中
学
校
が
あ
る
が
、
学
校
設
備
な

ど
で
防
災
・
減
災
の
観
点
か
ら
つ

く
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
か
。

学
校
施
設
の
体
育

館
は
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る

の
で
、体
育
館
照
明
に
つ
い
て
は
、

調
光
機
能
付
高
天
井
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ

イ
ト
を
つ
け
て
機
能
強
化
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
北
丘
小
学
校
旧

体
育
館
跡
地
に
は
、
か
ま
ど
ベ
ン

チ
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

本
町
の
防
災
Ｄ
Ｘ
の
推
進
状

況
は
ど
う
か
。

本
町
の
防
災
Ｄ
Ｘ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
災
害
で
住

家
等
に
被
害
を
受
け
た
場
合
の

「
罹
災
証
明
証
」
に
つ
い
て
、
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
て
発
行
申
請
が

可
能
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
内
水

氾
濫
が
多
い
宮
平
川
に
河
川
カ
メ

ラ
を
設
置
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
河
川
状
況
が

確
認
で
き
る
よ
う
整
備
し
て
い

る
。

葬
祭
費
補
助
制
度
を

今
の
葬
祭
事
情
か
ら
す
る

と
、
火
葬
す
る
ま
で
の
期
間
が
長

く
、
火
葬
料
の
値
上
が
り
や
そ
の

他
の
負
担
も
増
え
て
い
る
現
状
か

ら
、
葬
祭
料
の
支
給
手
当
の
増
額

を
検
討
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

火
葬
に
関
係
す
る

状
況
が
厳
し
い
事
は
承
知
し
て
い

る
。
葬
祭
費
の
支
給
金
額
に
つ
い

て
は
、
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
の
財
政
状
況
に
よ
り
検

討
さ
れ
、
金
額
が
決
定
す
る
。
本

町
の
場
合
、
国
保
特
別
会
計
は
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
現
行
の
２
万

円
で
い
く
方
針
に
な
る
。

防災・減災まちづくりを
行っているか
答　連携した防災体制を目指している

新
川
区
医
療
拠
点
区
域
内
で

の
葬
祭
場
計
画
の
可
否
は
何
に
拠

っ
て
判
断
し
た
か
。
事
業
者
へ
地

元
説
明
会
開
催
な
ど
の
指
導
や
助

言
を
し
た
か
。

建
築
の
許
可
権
者
は
本
町

で
な
く
、
沖
縄
県
が
５
月
13
日
に

許
可
し
た
。
本
町
は
事
業
者
に
土

地
利
用
方
針
に
そ
ぐ
わ
な
い
旨
を

説
明
し
た
が
、
説
明
会
開
催
等
の

指
導
又
は
助
言
に
つ
い
て
は
、
基

づ
く
法
令
、
要
綱
等
が
な
い
た
め

に
行
っ
て
い
な
い
。

駐
車
場
は
20
台
だ
け
で
周
辺

の
交
通
混
雑
が
大
い
に
懸
念
さ
れ

る
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ
ウ
ス
が
じ
ゅ

ま
る
の
家
に
は
、
令
和
５
年
度
に

コ
ロ
ナ
禍
明
け
な
が
ら
病
児
５
７

４
人
を
含
む
３
０
５
３
人
が
宿
泊

し
た
。
葬
祭
場
ま
で
百
ｍ
余
で
喪

服
姿
や
霊
柩
車
は
目
に
付
く
。

　
計
画
を
知
り
、「
自
分
が
死
ぬ

の
を
待
っ
て
い
る
の
か
な
？
」
と

思
わ
ず
口
に
し
た
利
用
者
の
こ
の

子
と
親
の
心
情
を
察
し
て
も
ら
い

た
い
。非
常
に
大
き
な
案
件
だ
が
、

事
業
者
か
ら
の
景
観
条
例
に
関
す

る
届
出
の
許
可
を
一
つ
の
課
で
了

と
で
き
る
の
か
。
町
長
は
い
つ
知

っ
た
か
。景

観
条
例
で
は
問
題
な
く
、

事
務
決
裁
規
定
に
よ
り
担
当
課
長

が
決
裁
し
て
お
り
、
私
は
９
月
に

知
っ
た
。

こ
れ
だ
け
大
き
な
案
件
が
課

長
で
決
裁
さ
れ
た
。
近
隣
自
治
体

で
は
葬
祭
場
等
の
設
置
等
で
大
き

な
問
題
に
な
り
、
こ
れ
に
関
す
る

指
導
規
則
や
要
綱
が
整
備
さ
れ
て

い
た
。
情
報
収
集
が
足
り
ず
、
本

町
で
そ
れ
が
で
き
て
な
か
っ
た
の

は
怠
慢
で
は
な
い
か
。

他
の
自
治
体
の
指
導
要
綱

な
ど
は
今
回
初
め
て
知
っ
た
。
そ

れ
を
作
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
も
な
く
、
本
町
も
そ

の
整
備
を
急
ぐ
べ
き
と
思
っ
て
い

る
が
、
怠
慢
に
は
当
た
ら
な
い
。

反
問
権
行
使
（
P8
）

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援

事
業
の
拡
充
を

リ
フ
ォ
ー
ム
に
限
ら
ず
、
省

エ
ネ
の
為
の
補
助
要
望
も
あ
る
。

急
速
な
温
暖
化
対
応
等
で
町
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
太
陽
光

発
電
や
防
熱
等
の
省
エ
ネ
対
策
等

に
も
補
助
範
囲
を
拡
充
し
て
欲
し

い
。
経
済
教
育
委
員
会
か
ら
の
制

度
見
直
し
提
言
も
考
慮
願
い
た
い

が
ど
う
か
。

現
時
点
で
は

補
助
要
綱
の
拡
充
は
考
え
て
い
な

い
。

医療拠点の
葬祭場計画はどうか
答　事業者にそぐわないと説明した

津嘉山公園のかまどベンチ

都
市
整
備
課
長

教
育
総
務
課
長

国
保
年
金
課
長

区
画
下
水
道
課
長

問 問問

問

問

副
町
長

問問

問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長
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岡崎 晋  議員 金城 憲治  議員

防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く
り

を
行
っ
て
い
る
か
。
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
観
点
か
ら
、
下
水
道
管
埋
設

物
に
つ
い
て
は
、
工
事
が
行
わ
れ

て
い
る
か
。

連
携
し
た
防
災

体
制
を
目
指
し
て
い
る
。
下
水
道

管
に
限
っ
て
に
な
る
が
、
地
震
時

に
は
耐
え
ら
れ
る
よ
う
な
可
と
う

性
を
持
っ
た
構
造
を
採
用
し
て
施

工
し
て
い
る
。

避
難
所
と
し
て
の
公
園
に

は
、
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
つ
く
り
が
さ
れ
て
い
る

か
。

公
園
施
設
に
つ
い

て
は
、
か
ま
ど
ベ
ン
チ
や
災
害
用

の
照
明
、
そ
う
い
っ
た
災
害
時
に

対
応
で
き
る
施
設
の
整
備
を
行
っ

て
い
る
。

大
規
模
避
難
所
と
し
て
、
小

中
学
校
が
あ
る
が
、
学
校
設
備
な

ど
で
防
災
・
減
災
の
観
点
か
ら
つ

く
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
か
。

学
校
施
設
の
体
育

館
は
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る

の
で
、体
育
館
照
明
に
つ
い
て
は
、

調
光
機
能
付
高
天
井
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ

イ
ト
を
つ
け
て
機
能
強
化
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
北
丘
小
学
校
旧

体
育
館
跡
地
に
は
、
か
ま
ど
ベ
ン

チ
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

本
町
の
防
災
Ｄ
Ｘ
の
推
進
状

況
は
ど
う
か
。

本
町
の
防
災
Ｄ
Ｘ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
災
害
で
住

家
等
に
被
害
を
受
け
た
場
合
の

「
罹
災
証
明
証
」
に
つ
い
て
、
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
て
発
行
申
請
が

可
能
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
内
水

氾
濫
が
多
い
宮
平
川
に
河
川
カ
メ

ラ
を
設
置
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
河
川
状
況
が

確
認
で
き
る
よ
う
整
備
し
て
い

る
。

葬
祭
費
補
助
制
度
を

今
の
葬
祭
事
情
か
ら
す
る

と
、
火
葬
す
る
ま
で
の
期
間
が
長

く
、
火
葬
料
の
値
上
が
り
や
そ
の

他
の
負
担
も
増
え
て
い
る
現
状
か

ら
、
葬
祭
料
の
支
給
手
当
の
増
額

を
検
討
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

火
葬
に
関
係
す
る

状
況
が
厳
し
い
事
は
承
知
し
て
い

る
。
葬
祭
費
の
支
給
金
額
に
つ
い

て
は
、
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
の
財
政
状
況
に
よ
り
検

討
さ
れ
、
金
額
が
決
定
す
る
。
本

町
の
場
合
、
国
保
特
別
会
計
は
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
現
行
の
２
万

円
で
い
く
方
針
に
な
る
。

防災・減災まちづくりを
行っているか
答　連携した防災体制を目指している

新
川
区
医
療
拠
点
区
域
内
で

の
葬
祭
場
計
画
の
可
否
は
何
に
拠

っ
て
判
断
し
た
か
。
事
業
者
へ
地

元
説
明
会
開
催
な
ど
の
指
導
や
助

言
を
し
た
か
。

建
築
の
許
可
権
者
は
本
町

で
な
く
、
沖
縄
県
が
５
月
13
日
に

許
可
し
た
。
本
町
は
事
業
者
に
土

地
利
用
方
針
に
そ
ぐ
わ
な
い
旨
を

説
明
し
た
が
、
説
明
会
開
催
等
の

指
導
又
は
助
言
に
つ
い
て
は
、
基

づ
く
法
令
、
要
綱
等
が
な
い
た
め

に
行
っ
て
い
な
い
。

駐
車
場
は
20
台
だ
け
で
周
辺

の
交
通
混
雑
が
大
い
に
懸
念
さ
れ

る
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ
ウ
ス
が
じ
ゅ

ま
る
の
家
に
は
、
令
和
５
年
度
に

コ
ロ
ナ
禍
明
け
な
が
ら
病
児
５
７

４
人
を
含
む
３
０
５
３
人
が
宿
泊

し
た
。
葬
祭
場
ま
で
百
ｍ
余
で
喪

服
姿
や
霊
柩
車
は
目
に
付
く
。

　
計
画
を
知
り
、「
自
分
が
死
ぬ

の
を
待
っ
て
い
る
の
か
な
？
」
と

思
わ
ず
口
に
し
た
利
用
者
の
こ
の

子
と
親
の
心
情
を
察
し
て
も
ら
い

た
い
。非
常
に
大
き
な
案
件
だ
が
、

事
業
者
か
ら
の
景
観
条
例
に
関
す

る
届
出
の
許
可
を
一
つ
の
課
で
了

と
で
き
る
の
か
。
町
長
は
い
つ
知

っ
た
か
。景

観
条
例
で
は
問
題
な
く
、

事
務
決
裁
規
定
に
よ
り
担
当
課
長

が
決
裁
し
て
お
り
、
私
は
９
月
に

知
っ
た
。

こ
れ
だ
け
大
き
な
案
件
が
課

長
で
決
裁
さ
れ
た
。
近
隣
自
治
体

で
は
葬
祭
場
等
の
設
置
等
で
大
き

な
問
題
に
な
り
、
こ
れ
に
関
す
る

指
導
規
則
や
要
綱
が
整
備
さ
れ
て

い
た
。
情
報
収
集
が
足
り
ず
、
本

町
で
そ
れ
が
で
き
て
な
か
っ
た
の

は
怠
慢
で
は
な
い
か
。

他
の
自
治
体
の
指
導
要
綱

な
ど
は
今
回
初
め
て
知
っ
た
。
そ

れ
を
作
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
も
な
く
、
本
町
も
そ

の
整
備
を
急
ぐ
べ
き
と
思
っ
て
い

る
が
、
怠
慢
に
は
当
た
ら
な
い
。

反
問
権
行
使
（
P8
）

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援

事
業
の
拡
充
を

リ
フ
ォ
ー
ム
に
限
ら
ず
、
省

エ
ネ
の
為
の
補
助
要
望
も
あ
る
。

急
速
な
温
暖
化
対
応
等
で
町
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
太
陽
光

発
電
や
防
熱
等
の
省
エ
ネ
対
策
等

に
も
補
助
範
囲
を
拡
充
し
て
欲
し

い
。
経
済
教
育
委
員
会
か
ら
の
制

度
見
直
し
提
言
も
考
慮
願
い
た
い

が
ど
う
か
。

現
時
点
で
は

補
助
要
綱
の
拡
充
は
考
え
て
い
な

い
。

医療拠点の
葬祭場計画はどうか
答　事業者にそぐわないと説明した

津嘉山公園のかまどベンチ

都
市
整
備
課
長

教
育
総
務
課
長

国
保
年
金
課
長

区
画
下
水
道
課
長

問 問問

問

問

副
町
長

問問

問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長
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相
談
員
へ
の
相
談
件
数
と
そ

の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

心
の
教
室
相
談
員
へ
の
相

談
件
数
は
全
体
で
６
３
４
６
件
、
小

学
校
４
校
で
５
０
５
９
件
、
中
学
校

２
校
で
は
１
２
８
７
件
、
相
談
内
容

は
、
小
学
校
で
は
友
人
関
係
に
関
す

る
こ
と
や
不
登
校
に
関
す
る
こ
と
、

家
庭
環
境
に
関
す
る
相
談
が
多
い
。

中
学
校
で
は
、
心
身
の
健
康
に
関
す

る
こ
と
や
不
登
校
に
関
す
る
こ
と
、

学
業
・
進
学
に
関
す
る
相
談
が
多
く

な
っ
て
い
る
。

町
と
し
て
不
登
校
の
問
題
に

対
し
て
ど
う
い
っ
た
姿
勢
を
持
っ

て
い
る
の
か
問
う
。

学
校
復
帰
を
目
指
し
た

り
、
学
び
の
保
障
を
し
て
い
く
こ

と
は
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
さ
ら
に
未
然
の
防
止
を
よ
り

大
切
に
考
え
て
い
る
。

ー

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
南
風
原
北
イ
ン
タ
ー
付
近
の
交

通
渋
滞
に
関
し
て
町
の
対
応
を

問
う
。

令
和
３
年
度
に
Ｃ
Ｋ
Ｄ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
琉
球
大
学
病
院
腎
臓
専
門

医
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
入
っ
た
。

伺
い
た
い
の
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
の
腎
臓
専
門
医
が
具
体
的

に
ど
ん
な
役
割
を
果
た
し
て
、
ど

う
い
っ
た
介
入
が
行
わ
れ
て
い
る

の
か
伺
う
。

平
成
20
年
の
特
定
健
診
開

始
時
期
か
ら
特
定
健
診
の
結
果
を

用
い
て
慢
性
腎
臓
病
の
防
止
等
に

努
め
て
い
た
。
保
健
師
、
管
理
栄

養
士
の
専
門
的
知
見
、
研
修
等
を

通
し
町
民
に
説
明
し
て
い
た
が
、

令
和
３
年
度
か
ら
は
高
度
な
専
門

知
識
を
有
す
る
琉
大
病
院
の
医
師

を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
招
い

て
、
他
市
町
村
の
事
例
も
ご
存
じ

で
あ
り
、幅
広
い
知
識
を
活
用
し
、

保
健
指
導
、
栄
養
指
導
に
活
用
し

て
い
る
。

ー

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
北
丘
ハ
イ
ツ
内
土
砂
災
害
対
策

に
つ
い
て

・
南
風
原
小
学
校
体
育
館
の
雨
漏

り
に
つ
い
て

西銘 多紀子  議員

石垣 大志  議員

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
の

重
症
化
予
防
を
。
南
風
原
町
Ｃ
Ｋ

Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
果
た
す
役
割

を
伺
う
。こ

れ
ま
で
慢
性
腎
臓
病
の

重
症
化
予
防
に
係
る
取
組
は
、
町

職
員
（
保
健
師
と
管
理
栄
養
士
）

の
専
門
的
知
見
に
よ
っ
て
保
健
指

導
・
栄
養
指
導
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　
令
和
３
年
度
に
琉
球
大
学
病
院

の
腎
臓
専
門
医
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
迎
え
、
高
度
な
専
門
的
知
見
を

活
用
す
る
南
風
原
町
Ｃ
Ｋ
Ｄ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
、
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
本
町
の
医
療
費
の
適
正
化

に
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

近
年
の
本
町
の
医
療
費
の
傾

向
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
伺
う
。

ま
た
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
果
は

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
。

本
町
国
民
健
康
保
険
は
被

保
険
者
数
が
減
少
し
て
い
る
が
、

近
年
の
医
療
費
は
横
ば
い
の
傾

向
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
新
規
透

析
者
の
減
少
及
び
開
始
の
遅
延
を

目
指
し
て
お
り
、
医
療
費
適
正
化

の
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
実
績
と
し
て
重

症
化
予
防
や
医
療
費
の
抑
制
に
つ

な
が
っ
た
事
例
が
あ
れ
ば
伺
う
。

腎
機
能
が
低
下
し
、
透
析

用
の
血
管
を
手
術
で
造
設
し
た
方

へ
、
栄
養
指
導
を
実
施
し
た
こ
と

で
、
約
３
年
間
の
透
析
遅
延
に
至

っ
た
事
例
が
数
件
あ
り
、
医
療
費

適
正
化
に
効
果
が
あ
っ
た
。

慢
性
腎
臓
病
の

重
症
化
予
防
を

答
　新
規
の
慢
性
腎
臓
病
を
防
止
、
予
防
す
る

総
事
業
費
、
全
体
事
業
費
と

町
負
担
を
伺
う
。

全
体
事
業
費

は
４
１
４
３
万
６
０
０
０
円
で
町

負
担
は
１
２
１
４
万
６
０
０
０
円

で
あ
る
。

ｍ
о
ｂ
ｉ
の
利
用
者
数
、
年

齢
層
、
混
雑
す
る
時
間
帯
等
の
利

用
状
況
は
。利用

者
数
２
９
１
８
名
、

年
齢
層
は
10
代
か
ら
80
代
、
混
雑

時
間
は
台
数
１
台
の
時
間
と
17
時

以
降
で
あ
る
。

定
額
乗
り
放
題
プ
ラ
ン
を
選

択
し
利
用
で
き
な
か
っ
た
場
合
の

対
応
や
満
足
度
の
調
査
等
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

利
用
で
き
な
か
っ
た
場
合

の
対
応
は
行
っ
て
な
い
。
満
足
度

調
査
は
ア
プ
リ
内
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、

ま
た
町
民
は
ア
ン
ケ
ー
ト
で
実
施

し
、
効
果
を
検
証
・
分
析
す
る
。

供
給
数
２
台
は
明
ら
か
に
少

な
い
と
感
じ
る
。
来
年
２
月
ま
で

に
台
数
を
増
や
す
計
画
は
あ
る
か
。

現
時
点
で
は

厳
し
い
が
、
次
年
度
に
生
か
し
て

い
き
た
い
。

畜
産
農
家
支
援
の

取
り
組
み
は

畜
産
農
家
の
支
援
に
つ
い
て

町
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

家
畜
の
予
防
接
種
に
係
る

医
薬
材
料
費
、
家
畜
総
合
対
策
補

助
金
、
和
牛
改
良
支
援
補
助
金
、

粗
飼
料
価
格
高
騰
対
策
臨
時
支
援

事
業
補
助
金
を
予
算
化
し
て
い
る
。

不
登
校
の
実
態
は

全
体
児
童
に
占
め
る
不
登
校

児
童
の
割
合
を
伺
う
。

小
学
校
全
体
で
3.8
％
、
中

学
校
で
は
全
体
で
8.1
％
で
あ
る
。

mobiの利用状況と
課題を問う
答　町民ニーズを把握し効果を検証・分析する

問問

問問問問

問

問問

問

問
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相
談
員
へ
の
相
談
件
数
と
そ

の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

心
の
教
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相
談
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へ
の
相

談
件
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全
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６
３
４
６
件
、
小

学
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４
校
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５
０
５
９
件
、
中
学
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２
校
で
は
１
２
８
７
件
、
相
談
内
容

は
、
小
学
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で
は
友
人
関
係
に
関
す

る
こ
と
や
不
登
校
に
関
す
る
こ
と
、

家
庭
環
境
に
関
す
る
相
談
が
多
い
。

中
学
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で
は
、
心
身
の
健
康
に
関
す

る
こ
と
や
不
登
校
に
関
す
る
こ
と
、

学
業
・
進
学
に
関
す
る
相
談
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
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し
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登
校
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問
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に

対
し
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ど
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い
っ
た
姿
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を
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っ
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る
の
か
問
う
。
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を
目
指
し
た
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こ
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入
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と
で
あ

る
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止
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。

ー

こ
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・
南
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原
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イ
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ー
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近
の
交

通
渋
滞
に
関
し
て
町
の
対
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を

問
う
。
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度
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Ｃ
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ト
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、
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病
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の
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的

に
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を
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、
ど
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介
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が
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る

の
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う
。
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の
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開
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時
期
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の
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果
を

用
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病
の
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等
に
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。
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、
管
理
栄

養
士
の
専
門
的
知
見
、
研
修
等
を

通
し
町
民
に
説
明
し
て
い
た
が
、

令
和
３
年
度
か
ら
は
高
度
な
専
門

知
識
を
有
す
る
琉
大
病
院
の
医
師

を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
招
い

て
、
他
市
町
村
の
事
例
も
ご
存
じ

で
あ
り
、幅
広
い
知
識
を
活
用
し
、

保
健
指
導
、
栄
養
指
導
に
活
用
し

て
い
る
。

ー

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
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丘
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イ
ツ
内
土
砂
災
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対
策

に
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て

・
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学
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体
育
館
の
雨
漏

り
に
つ
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て
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性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
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の

重
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予
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を
。
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風
原
町
Ｃ
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ト
が
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す
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を
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う
。こ

れ
ま
で
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臓
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の
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予
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に
係
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、
町

職
員
（
保
健
師
と
管
理
栄
養
士
）

の
専
門
的
知
見
に
よ
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・
栄
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指
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が
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た
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和
３
年
度
に
琉
球
大
学
病
院

の
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臓
専
門
医
を
ア
ド
バ
イ
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ー

に
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え
、
高
度
な
専
門
的
知
見
を

活
用
す
る
南
風
原
町
Ｃ
Ｋ
Ｄ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
、
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
本
町
の
医
療
費
の
適
正
化

に
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

近
年
の
本
町
の
医
療
費
の
傾

向
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
伺
う
。

ま
た
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
果
は

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
。

本
町
国
民
健
康
保
険
は
被

保
険
者
数
が
減
少
し
て
い
る
が
、

近
年
の
医
療
費
は
横
ば
い
の
傾

向
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
新
規
透

析
者
の
減
少
及
び
開
始
の
遅
延
を

目
指
し
て
お
り
、
医
療
費
適
正
化

の
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
実
績
と
し
て
重

症
化
予
防
や
医
療
費
の
抑
制
に
つ

な
が
っ
た
事
例
が
あ
れ
ば
伺
う
。

腎
機
能
が
低
下
し
、
透
析

用
の
血
管
を
手
術
で
造
設
し
た
方

へ
、
栄
養
指
導
を
実
施
し
た
こ
と

で
、
約
３
年
間
の
透
析
遅
延
に
至

っ
た
事
例
が
数
件
あ
り
、
医
療
費

適
正
化
に
効
果
が
あ
っ
た
。

慢
性
腎
臓
病
の

重
症
化
予
防
を

答
　新
規
の
慢
性
腎
臓
病
を
防
止
、
予
防
す
る

総
事
業
費
、
全
体
事
業
費
と

町
負
担
を
伺
う
。

全
体
事
業
費

は
４
１
４
３
万
６
０
０
０
円
で
町

負
担
は
１
２
１
４
万
６
０
０
０
円

で
あ
る
。

ｍ
о
ｂ
ｉ
の
利
用
者
数
、
年

齢
層
、
混
雑
す
る
時
間
帯
等
の
利

用
状
況
は
。利用

者
数
２
９
１
８
名
、

年
齢
層
は
10
代
か
ら
80
代
、
混
雑

時
間
は
台
数
１
台
の
時
間
と
17
時

以
降
で
あ
る
。

定
額
乗
り
放
題
プ
ラ
ン
を
選

択
し
利
用
で
き
な
か
っ
た
場
合
の

対
応
や
満
足
度
の
調
査
等
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

利
用
で
き
な
か
っ
た
場
合

の
対
応
は
行
っ
て
な
い
。
満
足
度

調
査
は
ア
プ
リ
内
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、

ま
た
町
民
は
ア
ン
ケ
ー
ト
で
実
施

し
、
効
果
を
検
証
・
分
析
す
る
。

供
給
数
２
台
は
明
ら
か
に
少

な
い
と
感
じ
る
。
来
年
２
月
ま
で

に
台
数
を
増
や
す
計
画
は
あ
る
か
。

現
時
点
で
は

厳
し
い
が
、
次
年
度
に
生
か
し
て

い
き
た
い
。

畜
産
農
家
支
援
の

取
り
組
み
は

畜
産
農
家
の
支
援
に
つ
い
て

町
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

家
畜
の
予
防
接
種
に
係
る

医
薬
材
料
費
、
家
畜
総
合
対
策
補

助
金
、
和
牛
改
良
支
援
補
助
金
、

粗
飼
料
価
格
高
騰
対
策
臨
時
支
援

事
業
補
助
金
を
予
算
化
し
て
い
る
。

不
登
校
の
実
態
は

全
体
児
童
に
占
め
る
不
登
校

児
童
の
割
合
を
伺
う
。

小
学
校
全
体
で
3.8
％
、
中

学
校
で
は
全
体
で
8.1
％
で
あ
る
。

mobiの利用状況と
課題を問う
答　町民ニーズを把握し効果を検証・分析する
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論
が
重
要
だ
。
ぜ
ひ
検
討
し
て
ほ

し
い
が
ど
う
か
。

情
報
整
理
に
向
け
て
の
検

討
、
意
見
交
換
の
場
の
調
整
を
し

て
い
き
た
い
。

住
民
提
案
型
の

事
業
助
成
金
の
導
入
を

住
民
の
活
動
を
支
援
す
る
町

独
自
の
助
成
金
の
設
立
は
、
既
存

の
地
域
振
興
協
会
の
助
成
金
の
活

用
が
進
み
ニ
ー
ズ
が
見
え
て
く
る

と
よ
り
進
ん
で
い
く
か
。

町
民
の
理
解
が
進
め
ば

様
々
な
支
援
を
提
案
で
き
る
。

玉城 陽平  議員 伊佐 園恵  議員

Ｄ
Ｖ
や
、
育
児
中
の
体
調
不

良
は
ど
こ
に
相
談
で
き
る
か
伺
う

役
場
窓
口
、
電
話
で

受
け
付
け
、
案
内
を
行
う
。

デ
リ
ケ
ー
ト
な
相
談
内
容
に

な
る
こ
と
も
あ
る
。
個
人
情
報
は

守
ら
れ
る
か
。遵

守
す
る
。

朝
薫
は
津
嘉
山
大
綱
曳
き
を

考
案
し
た
か

津
嘉
山
女
性
の
会
が
勉
強
会

を
行
っ
た
。
琉
球
版
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
と
も
言
わ
れ
る
組
踊
の
創
始
者

で
あ
る
玉
城
朝
薫
は
、
津
嘉
山
大

綱
曳
き
を
考
案
し
た
か
。

「
島
尻
郡
誌
」「
南
風
原

村
史
」「
平
成
６
年
発
刊
津
嘉
山

大
綱
曳
き
調
査
報
告
書
」
に
玉
城

朝
薫
が
津
嘉
山
大
綱
曳
き
の
流
れ

を
考
え
た
１
人
と
伝
承
が
あ
る
。

し
か
し
資
料
等
が
充
分
で
は
な
い

た
め
引
き
続
き
研
究
し
て
い
く
。

津
嘉
山
大
綱
曳
き
６
５
０
年

前
か
ら
行
っ
て
い
た
、
と
い
う
の

も
「
文
書
（
も
ん
じ
ょ
）」
に
は

な
い
。
同
等
の
認
識
で
よ
い
か
。

同
時
期
に
活
躍

さ
れ
て
、
朝
薫
が
関
わ
っ
た
と
い
う

の
は
伝
承
さ
れ
て
い
る
認
識
で
あ
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

愛
称
を地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

カ
タ
カ
ナ
や
愛
称
を
付
け
、
わ
か

り
易
く
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

他
市
町
村
の
状
況

な
ど
も
確
認
し
、調
査
研
究
す
る
。

Ｒ
７
年
に
は
高
齢
者
の
５
人

に
１
人
が
、
認
知
症
に
な
る
と
予
測

さ
れ
て
い
る
。症
状
は
多
岐
に
渡
り
、

家
族
等
が
知
識
を
も
つ
こ
と
に
よ

り
、
先
の
見
通
し
が
も
て
る
。
不
安

を
感
じ
た
段
階
で
、
役
場
に
相
談

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

そ
の
通
り
で
あ
る
。

「
社
会
資
源
マ
ッ
プ
」
を
広

報
や
町
Ｈ
Ｐ
で
見
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

町
Ｈ
Ｐ
か
ら
ス
ム
ー

ズ
に
つ
な
げ
る
よ
う
調
整
す
る
。

介
護
に
は
、
多
く
の
制
度
が

あ
る
。
町
民
が
助
か
る
情
報
発
信

を
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

様
々
な
媒
体
を
活

用
し
、
引
き
続
き
周
知
を
図
る
。

ー

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
　
他

DVはどこに
相談できるか
答　役場窓口や電話で受け付ける

女
性
の
就
労
の
支
援
の
観
点

か
ら
も
重
要
だ
。
幼
稚
園
の
夏
休

み
の
給
食
等
の
提
供
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
。

提
供
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
く
。

広
域
的

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
を

地
縁
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ

る
自
治
会
で
カ
バ
ー
で
き
な
い
住

民
が
過
半
数
に
及
ぶ
。
地
域
運
営

組
織
の
よ
う
な
広
域
で
の
施
策
が

必
要
だ
。
そ
の
推
進
の
た
め
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
人
材
を
確
保
す

る
た
め
に
、
集
落
支
援
員
な
ど
の

支
援
策
を
う
ま
く
活
用
せ
よ
。

地
域
の
活
性
化
、
生
活
支

援
な
ど
を
目
的
に
活
動
す
る
も
の

で
、
補
助
額
が
明
確
で
は
な
い
特

別
交
付
税
措
置
の
形
だ
が
、
専
任

で
１
人
あ
た
り
上
限
４
８
５
万
円

の
財
源
措
置
が
あ
る
。
調
査
研
究

し
な
が
ら
支
援
に
努
め
た
い
。

広
域
で
の
地
域
の
基
礎
情
報

の
整
理
と
地
域
特
性
に
応
じ
た
議

公
共
施
設
に
新
し
い

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
学
び
場
を

こ
れ
か
ら
の
教
育
で
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
た
学
び
が
重
要

だ
。
機
器
に
は
個
人
で
買
え
な
い

も
の
も
多
く
あ
る
。
学
び
の
イ
ン

フ
ラ
と
し
て
、
フ
ァ
ブ
ス
ペ
ー
ス

（※

）
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

調
査
研
究
し
て
い
く
。

（※

）
フ
ァ
ブ
ス
ペ
ー
ス
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
、

そ
れ
か
ら
ア
ナ
ロ
グ
工
作
機
器
が
利
用
可
能

な
施
設
の
こ
と
で
、
機
器
と
し
て
、
３
Ｄ
プ

リ
ン
タ
ー
、
レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
、
デ
ジ
タ

ル
ミ
シ
ン
な
ど
の
機
材
が
挙
げ
ら
れ
る
。

幼稚園の夏休み
給食等の提供を
答　提供できるよう検討していく

問問

問問

問 問問

問

問

問問問

問

問

こ
ど
も
課
長

副
町
長

教
育
長

町
長

町
長

町
長

国
保
年
金
課
長

生
涯
学
習
文
化
課
長

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

教
育
長

地域運営組織のイメージ（総務省HPより）
※他にも分離型もある

新しい技術を活用した学びのイメージ
（文科省報告より）

相談内容は精神的DVが約６割（内閣府HPより）
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論
が
重
要
だ
。
ぜ
ひ
検
討
し
て
ほ

し
い
が
ど
う
か
。

情
報
整
理
に
向
け
て
の
検

討
、
意
見
交
換
の
場
の
調
整
を
し

て
い
き
た
い
。

住
民
提
案
型
の

事
業
助
成
金
の
導
入
を

住
民
の
活
動
を
支
援
す
る
町

独
自
の
助
成
金
の
設
立
は
、
既
存

の
地
域
振
興
協
会
の
助
成
金
の
活

用
が
進
み
ニ
ー
ズ
が
見
え
て
く
る

と
よ
り
進
ん
で
い
く
か
。

町
民
の
理
解
が
進
め
ば

様
々
な
支
援
を
提
案
で
き
る
。

玉城 陽平  議員 伊佐 園恵  議員

Ｄ
Ｖ
や
、
育
児
中
の
体
調
不

良
は
ど
こ
に
相
談
で
き
る
か
伺
う

役
場
窓
口
、
電
話
で

受
け
付
け
、
案
内
を
行
う
。

デ
リ
ケ
ー
ト
な
相
談
内
容
に

な
る
こ
と
も
あ
る
。
個
人
情
報
は

守
ら
れ
る
か
。遵

守
す
る
。

朝
薫
は
津
嘉
山
大
綱
曳
き
を

考
案
し
た
か

津
嘉
山
女
性
の
会
が
勉
強
会

を
行
っ
た
。
琉
球
版
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
と
も
言
わ
れ
る
組
踊
の
創
始
者

で
あ
る
玉
城
朝
薫
は
、
津
嘉
山
大

綱
曳
き
を
考
案
し
た
か
。

「
島
尻
郡
誌
」「
南
風
原

村
史
」「
平
成
６
年
発
刊
津
嘉
山

大
綱
曳
き
調
査
報
告
書
」
に
玉
城

朝
薫
が
津
嘉
山
大
綱
曳
き
の
流
れ

を
考
え
た
１
人
と
伝
承
が
あ
る
。

し
か
し
資
料
等
が
充
分
で
は
な
い

た
め
引
き
続
き
研
究
し
て
い
く
。

津
嘉
山
大
綱
曳
き
６
５
０
年

前
か
ら
行
っ
て
い
た
、
と
い
う
の

も
「
文
書
（
も
ん
じ
ょ
）」
に
は

な
い
。
同
等
の
認
識
で
よ
い
か
。

同
時
期
に
活
躍

さ
れ
て
、
朝
薫
が
関
わ
っ
た
と
い
う

の
は
伝
承
さ
れ
て
い
る
認
識
で
あ
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

愛
称
を地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

カ
タ
カ
ナ
や
愛
称
を
付
け
、
わ
か

り
易
く
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

他
市
町
村
の
状
況

な
ど
も
確
認
し
、調
査
研
究
す
る
。

Ｒ
７
年
に
は
高
齢
者
の
５
人

に
１
人
が
、
認
知
症
に
な
る
と
予
測

さ
れ
て
い
る
。症
状
は
多
岐
に
渡
り
、

家
族
等
が
知
識
を
も
つ
こ
と
に
よ

り
、
先
の
見
通
し
が
も
て
る
。
不
安

を
感
じ
た
段
階
で
、
役
場
に
相
談

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

そ
の
通
り
で
あ
る
。

「
社
会
資
源
マ
ッ
プ
」
を
広

報
や
町
Ｈ
Ｐ
で
見
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

町
Ｈ
Ｐ
か
ら
ス
ム
ー

ズ
に
つ
な
げ
る
よ
う
調
整
す
る
。

介
護
に
は
、
多
く
の
制
度
が

あ
る
。
町
民
が
助
か
る
情
報
発
信

を
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

様
々
な
媒
体
を
活

用
し
、
引
き
続
き
周
知
を
図
る
。

ー

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
　
他

DVはどこに
相談できるか
答　役場窓口や電話で受け付ける

女
性
の
就
労
の
支
援
の
観
点

か
ら
も
重
要
だ
。
幼
稚
園
の
夏
休

み
の
給
食
等
の
提
供
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
。

提
供
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
く
。

広
域
的

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
を

地
縁
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ

る
自
治
会
で
カ
バ
ー
で
き
な
い
住

民
が
過
半
数
に
及
ぶ
。
地
域
運
営

組
織
の
よ
う
な
広
域
で
の
施
策
が

必
要
だ
。
そ
の
推
進
の
た
め
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
人
材
を
確
保
す

る
た
め
に
、
集
落
支
援
員
な
ど
の

支
援
策
を
う
ま
く
活
用
せ
よ
。

地
域
の
活
性
化
、
生
活
支

援
な
ど
を
目
的
に
活
動
す
る
も
の

で
、
補
助
額
が
明
確
で
は
な
い
特

別
交
付
税
措
置
の
形
だ
が
、
専
任

で
１
人
あ
た
り
上
限
４
８
５
万
円

の
財
源
措
置
が
あ
る
。
調
査
研
究

し
な
が
ら
支
援
に
努
め
た
い
。

広
域
で
の
地
域
の
基
礎
情
報

の
整
理
と
地
域
特
性
に
応
じ
た
議

公
共
施
設
に
新
し
い

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
学
び
場
を

こ
れ
か
ら
の
教
育
で
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
た
学
び
が
重
要

だ
。
機
器
に
は
個
人
で
買
え
な
い

も
の
も
多
く
あ
る
。
学
び
の
イ
ン

フ
ラ
と
し
て
、
フ
ァ
ブ
ス
ペ
ー
ス

（※

）
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

調
査
研
究
し
て
い
く
。

（※

）
フ
ァ
ブ
ス
ペ
ー
ス
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
、

そ
れ
か
ら
ア
ナ
ロ
グ
工
作
機
器
が
利
用
可
能

な
施
設
の
こ
と
で
、
機
器
と
し
て
、
３
Ｄ
プ

リ
ン
タ
ー
、
レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
、
デ
ジ
タ

ル
ミ
シ
ン
な
ど
の
機
材
が
挙
げ
ら
れ
る
。

幼稚園の夏休み
給食等の提供を
答　提供できるよう検討していく

問問

問問

問 問問

問

問

問問問

問

問

こ
ど
も
課
長

副
町
長
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育
長
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長
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長
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長

国
保
年
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長

生
涯
学
習
文
化
課
長
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福
祉
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長

保
健
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長
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長

地域運営組織のイメージ（総務省HPより）
※他にも分離型もある

新しい技術を活用した学びのイメージ
（文科省報告より）

相談内容は精神的DVが約６割（内閣府HPより）
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※環境保全のため、古紙配合率60％再生紙と
　植物油インキを使用しています。

　
南
風
原
町
外
か
ら
の
小
学
校

入
学
、
親
子
共
々
、
孤
立
感
を

感
じ
て
い
た
。

　
娘
は
夏
休
み
明
け
か
ら
、
登

校
で
き
な
く
な
っ
た
。
誰
に
も

相
談
で
き
な
い
ま
ま
時
は
過
ぎ
、

悩
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
、
一
緒
に

登
校
し
付
き
添
う
日
々
が
続
い

た
。
様
々
な
サ
ポ
ー
ト
等
も
あ

り
登
校
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

安
堵
し
た
。

　
同
時
に
、
娘
だ
け
で
な
く
私

も
こ
の
地
域
で
「
つ
な
が
り
」

を
持
て
た
ら
ど
ん
な
に
穏
や
か

に
過
ご
せ
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
。

そ
こ
で
、Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を
引
き
受

け
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

　
行
事
や
講
座
等
で
、
保
護
者

や
先
生
方
、
子
ど
も
た
ち
と
の

「
つ
な
が
り
」
が
で
き
、
娘
の
学

校
生
活
を
見
守
っ
て
い
る
。

　
現
在
は
、「
沖
縄
県
拠
点
型
こ

ど
も
の
居
場
所
」
で
、
こ
ど
も

若
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
。

特
に
多
い
の
は
「
心
の
貧
困
」

で
あ
る
。

　
ま
ず
は
大
人
が
「
つ
な
が
り
」

を
持
つ
大
切
さ
を
知
る
。
そ
し
て
、

子
供
た
ち
の
心
に
寄
り
添
い
、

未
来
が
明
る
く
な
る
よ
う
、
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

　
南
風
原
町
で
も
、Ｄ
Ｖ
、
若
年

妊
娠
等
、
様
々
な
相
談
が
で
き

る
と
聞
い
て
い
る
。
勇
気
を
だ

し
て
電
話
す
れ
ば
「
つ
な
が
り
」

を
持
て
、
未
来
を
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

秋
も
深
ま
り
、
町
内
で
は
多
く
の

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
地
域
の
活

気
を
感
じ
る
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

「
は
え
ば
る
２
０
２
４
ふ
る
さ
と
博
覧

会
」
は
、
６
年
ぶ
り
の
通
常
開
催
と

な
り
、
有
名
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ラ
イ

ブ
や
南
風
原
色
豊
か
な
催
し
物
で
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
今
後
も

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
地
域
の
絆
を

深
め
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。今

号
で
は
、
特
に
注
目
す
べ
き
議

会
で
の
決
算
認
定
を
詳
し
く
お
伝
え

し
ま
し
た
。
決
算
認
定
は
、
前
年
度

の
町
の
財
政
運
営
を
総
括
し
、
適
正

に
執
行
さ
れ
た
か
を
確
認
す
る
重
要

な
プ
ロ
セ
ス
で
す
。
町
民
の
皆
様
の

貴
重
な
税
金
が
、
ど
の
よ
う
に
活
用

さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
成
果
を
上
げ
た

の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
今

後
の
町
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
て
い
き

ま
す
。

次
号
も
、
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て

有
益
で
親
し
み
や
す
い
情
報
を
お
届

け
で
き
る
よ
う
、
編
集
部
一
同
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ご
意
見
や
ご
感
想

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

（
担
当
／
大
城 

重
太
）
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女性もいきいきノルディックウォーキング女性もいきいきノルディックウォーキング

「
つ
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未
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連絡先：議会事務局 TEL.889-3097
　

FAX. 889-4499
E-Mail H8893097@town.haebaru.okinawa.jp

議会だよりへのご意見・ご感想も受け付けています。

次回定例会の開会予定
12月10日（火）午前10:00 

　あなたの作品を議会だよりに掲載しませんか。表紙の題字
と写真を募集中です。のびやかな題字や笑顔あふれるお写真
をお待ちしています。ご意見・ご要望なども広く募集しています。はえばる議会だよりの

バックナンバー

左のQRコードを読み取る
ことで議会中継サイトに
繋がります。

表紙の題字・写真をお寄せください表紙の題字・写真をお寄せください

３月３月６月６月９月９月12月12月

沖縄県沖縄県
南風原町議会HP南風原町議会HP

表紙写真表紙写真

物価高騰対策など244億円を決算認定
陳情賛否分かれる
14議員が政策提言、町の答えは？

·····
·············································

·············

文化教養講座にて

親子沖縄そば作りにて

つ　か  やま　　せん じゅ

女性の視点で
まちづくりをチェック P5
女性の視点で
まちづくりをチェック P5


